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３ 

月 

定 

例 

会 
３ 

月 

定 

例 

会 
災害対策関連予算・４年制大学 
設置準備予算を含む 

平成２７年度当初予算 

総額879億1105万円を可決!!総額879億1105万円を可決!!総額879億1105万円を可決!!
２
月

日
か
ら
３
月

日
ま
で
の

　

２
月　

日
か
ら
３
月　

日
ま
で
の　

２５２５

２６２６

３０３０

日
間
に
わ
た
っ
て
３
月
定
例
会
を
開
催

日
間
に
わ
た
っ
て
３
月
定
例
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
松
山
市

し
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
松
山
市

長
か
ら
平
成

年
度
の
施
政
方
針
が
示

長
か
ら
平
成　

年
度
の
施
政
方
針
が
示

２７２７

さ
れ
、
平
成

年
度
一
般
会
計
予
算
な

さ
れ
、
平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
な

２７２７

ど

議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

ど　

議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

８４８４
内
、
平
成

年
度
予
算
関
係

議
案
に

内
、
平
成　

年
度
予
算
関
係　

議
案
に

２７２７

５９５９

つ
い
て
は
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を

つ
い
て
は
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を

６
日
間
開
催
し
、
各
常
任
委
員
会
の
所

６
日
間
開
催
し
、
各
常
任
委
員
会
の
所

管
に
関
す
る
事
項
、
総
括
質
疑
な
ど
の

管
に
関
す
る
事
項
、
総
括
質
疑
な
ど
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成　
２６２６

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
の

議

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
の　

議
２３２３

案
に
つ
い
て
は
、
各
常
任
委
員
会
で
審

案
に
つ
い
て
は
、
各
常
任
委
員
会
で
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
、
全
議
案
い

査
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
、
全
議
案
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
会
議
規
則
の
改
正
を
含
む
３

　

ま
た
、
会
議
規
則
の
改
正
を
含
む
３

件
の
条
例
な
ど
の
改
正
と
手
話
言
語
条

件
の
条
例
な
ど
の
改
正
と
手
話
言
語
条

例
制
定
を
求
め
る
決
議
が
議
員
提
案
さ

例
制
定
を
求
め
る
決
議
が
議
員
提
案
さ

れ
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ

れ
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

な
お
「
公
立
大
学
の
設
置
」
に
関
連

　

な
お
「
公
立
大
学
の
設
置
」
に
関
連

し
て
、
準
備
予
算
の
修
正
案
、
住
民
投

し
て
、
準
備
予
算
の
修
正
案
、
住
民
投

票
条
例
の
制
定
お
よ
び
決
議
が
議
員
提

票
条
例
の
制
定
お
よ
び
決
議
が
議
員
提

案
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
否
決
さ

案
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
否
決
さ

れ
ま
し
た

れ
ま
し
た
。（
下
表
参
照
）

下
表
参
照
）

ま
た
、
各
会
派
代
表
６
人
に
よ
る
一

　

ま
た
、
各
会
派
代
表
６
人
に
よ
る
一

般
質
問
で
は
、
市
政
の
執
行
状
況
や
将

般
質
問
で
は
、
市
政
の
執
行
状
況
や
将

来
へ
の
方
針
な
ど
の
所
信
を
た
だ
し
ま

来
へ
の
方
針
な
ど
の
所
信
を
た
だ
し
ま

し
た
。

し
た
。

３月定例会で決まった主な案件
平成２７年度当初予算
　◇一般会計予算 ４１２億５０００万円
　◇特別会計（１５会計）予算 ２３２億２４４７万円
　◇企業会計（３会計）予算 ２３４億３６５８万円
平成２６年度補正予算（国の経済対策による前倒し予算）
　◇一般会計補正予算 ２億５４７９万円
　◇企業会計（１会計）補正予算 ７３００万円
平成２６年度補正予算（通常の補正予算）
　◇一般会計補正予算 △　４億　５３６万円
　◇特別会計（４会計）補正予算 ５億４６０６万円
　◇企業会計（１会計）補正予算 △１８億６９９６万円
条　例
　◇現行条例の一部改正・廃止、条例の新規制定など計３６件
その他
　◇財政調整基金の繰入れなど計１３件
人　事
　◇副市長の選任（１名）、人権擁護委員の候補者の推薦（１名）
議員提案議案
　◇会議規則の一部改正、委員会条例の一部改正、政務活動費の交付に関する条例の一部改

正、手話言語条例制定を求める決議〔全員賛成で可決〕
　◇平成２７年度一般会計予算修正案、４年制大学設置に関する住民投票条例の制定〔賛成少

数で否決〕
　◇公立大学の設置に関する決議〔可否同数のため議長裁決により否決〕

※それぞれ案件の内容は、「広報ふくちやま（４月１日号・４月１５日号）」に掲載されています。

【奥藤議長の裁決理由】
　本件は今後も引き続き議会内で検討を重ねる必要があると判断し、継続審査の意
味合いをもって「否決」としたものです。
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定
住
自
立
圏
構
想
や

　

広
域
連
携
の
考
え
は

問　

近
隣
市
町
と
の
広
域
連
携

に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
は
。

答　

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
上

で
も
、
災
害
時
対
応
で
も
広
域

的
な
連
携
は
欠
か
せ
ず
、
今
後

も
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問　

定
住
自
立
圏
構
想
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

答　

本
市
は
昼
間
の
流
入
人
口

が
多
く
、
府
内
で
唯
一
中
心
市

の
要
件
を
備
え
て
お
り
、
導
入

へ
の
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

問　

定
住
自
立
圏
構
想
の
メ
リ

ッ
ト
は
何
か
。

答　

中
心
市
と
近
隣
市
が
連
携

し
て
地
方
圏
の
定
住
の
受
け
皿

を
形
成
す
る
こ
と
で
、
特
別
交

付
税
に
よ
る
一
定
の
財
政
措
置

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
だ
。

問　

本
市
が
北
近
畿
の
近
隣
市

町
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
た
め
に

果
た
す
役
割
と
立
ち
位
置
は
。

答　

北
近
畿
全
体
が
活
性
化
し

な
い
と
本
市
の
発
展
は
な
い
と

い
う
考
え
だ
。
近
隣
自
治
体
と

の
連
携
を
深
め
る
た
め
に
、
し

っ
か
り
汗
を
か
く
必
要
が
あ
る
。

　
（
市
長
・
市
長
公
室
長
）

　

公
立
４
年
制
大
学
は

問　

地
方
創
生
と
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
上
で
、
大
学

設
置
の
意
義
と
役
割
は
何
か
。

答　

人
材
育
成
・
産
業
振
興
・

生
涯
学
習
の
三
つ
の
拠
点
づ
く

り
だ
。
本
市
お
よ
び
北
近
畿
地

域
の
地
方
創
生
の
中
核
拠
点
と

し
て
機
能
さ
せ
た
い
。

問　

来
年
４
月
開
学
の
理
由
は
。

答　

大
学
を
柱
と
し
た
本
市
の

総
合
戦
略
を
早
期
に
策
定
し
た

い
。
大
学
と
い
う
貴
重
な
公
共

資
源
の
維
持
確
保
の
た
め
、
早

期
の
開
学
を
目
指
し
た
い
。

問　

財
政
面
で
の
市
の
負
担
は
。

答　

市
全
体
の
財
政
見
通
し
の

中
で
は
基
金
の
総
枠
内
で
対
応

で
き
、
最
終
的
に
大
学
運
営
は

黒
字
化
で
き
る
見
込
み
だ
。
常

に
あ
ら
ゆ
る
点
で
収
入
を
増
や

し
、
支
出
を
削
減
し
た
い
。

（
市
長
）

　

学
校
教
育
改
革
推
進

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
今
後

問　

前
期
計
画
の
こ
れ
ま
で
の

４
年
間
を
振
り
返
り
、
評
価
は
。

答　

複
式
学
級
設
置
校　

校
が

１２

対
象
だ
が
、
平
成　

年
度
末
で

２６

　

校
に
再
編
さ
れ
る
。
地
域
要

２２望
を
踏
ま
え
た
統
合
で
、
ほ
ぼ

順
調
に
取
り
組
め
て
い
る
。

問　

３
小
学
校
統
合
に
よ
る
夜

久
野
学
園
開
校
か
ら
２
年
経
つ

が
、
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

答　

各
学
年　

数
名
か
ら　

数

１０

２０

名
規
模
の
集
団
の
中
で
、
多
様

な
考
え
に
触
れ
て
切
磋
琢
磨
し
、

個
々
の
資
質
や
能
力
を
伸
ば
す

教
育
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

問　

後
期
計
画
の
見
通
し
は
。

答　

平
成　

年
度
か
ら
見
直
し

２６

準
備
を
始
め
て
い
る
。
文
科
省

の
手
引
き
も
参
酌
し
、
本
市
の

実
態
に
合
わ
せ
た
計
画
を
平
成

　

年
度
中
に
策
定
し
た
い
。

２７

（
教
育
長
・
教
育
部
長
）

福知山未来の会

森下　賢司  議員

各
会
派
か
ら
6
議
員
が
質
問
に
登
壇
！
 

3
月
定
例
会
 

こ
こ
が
聞
き
た
い
！
 

各
会
派
か
ら
6
議
員
が
質
問
に
登
壇
！
 

代
表
質
問

代
表
質
問
 

代
表
質
問

代
表
質
問
 

代
表
質
問
 ●質問議員● 

※所属会派は3月末現在 ※所属会派は3月末現在 

※
こ
の
代
表
質
問
の
掲
載
内
容
は
、
質
問
内
容
を
も
と
に
各
議
員
が
作
成
し
て
い
ま
す
。 

本市の玄関口。広域連携の本市の玄関口。広域連携の
中核的役割が期待される。中核的役割が期待される。
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平
成　

年
度
施
政
方
針

２７

問　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て
。

答　

合
併　

年
目
の
節
目
の
年

１０

で
あ
り
、
５
つ
の
テ
ー
マ
で
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
仕
上
げ
の
年
と
し

た
い
。

問　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
・

あ
ん
し
ん
創
生
本
部
」
の
取
り

組
み
は
。

答　

副
市
長
・
全
部
長
で
組
織

し
、
１
月
に
立
ち
上
げ
た
。
総

合
戦
略
計
画
な
ど
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
る
。

問　

公
約
の
達
成
率
は
。

答　

平
成　

年
度
末
で　

％
で

２６

９３

あ
る
。

問　

未
達
成
の
公
約
は
。

答　

コ
ン
ビ
ニ
で
の
住
民
票
な

ど
の
交
付
、
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
の

複
線
化
、
高
齢
者
有
料
賃
貸
住

宅
制
度
の
創
設
な
ど
で
あ
り
今

後
も
努
力
し
た
い
。　

（
市
長
）

　

防
災
・

　

震
災
対
策
事
業
は

問　

今
回
の
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
・
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
作
成
の
違
い
は
。

答　

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
つ
い
て
は
、
府
の
土
砂
災

害
警
戒
区
域
な
ど
の
指
定
完
了

に
伴
い
、　

地
区
の
マ
ッ
プ
を

１４

作
成
し
今
年
の
出
水
期
ま
で
に

配
布
す
る
。ま
た
、内
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
８
月
豪
雨
を
踏
ま

え
平
成　

年
度
中
に
配
布
し
た

２７

い
。

問　

防
災
行
政
無
線
テ
レ
フ
ォ

ン
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
の
内
容
は
。

答　

防
災
行
政
無
線
が
聞
き
取

り
が
で
き
な
い
場
合
、
専
用
電

話
に
電
話
す
る
こ
と
に
よ
り
、

内
容
が
確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム

だ
。
今
年
の
出
水
期
ま
で
に
構

築
し
た
い
。　
　
　
　

（
市
長
）

　

学
校
教
育
の
課
題

問　

学
校
教
育
改
革
推
進
後
期

計
画
と
は
。

答　

複
式
学
級
の
解
消
や
適
正

配
置
を
進
め
、
家
庭
・
地
域
・

学
校
が
連
携
し
た
新
し
い
教
育

の
あ
り
方
を
平
成　

年
度
中
に

２７

作
成
す
る
。
平
成　

年
度
か
ら

２８

５
年
間
の
計
画
で
あ
る
。

問　

教
育
関
連
施
設
の
耐
震
化

は
。

答　

教
育
集
会
所
や
博
物
館
な

ど
の
生
涯
学
習
施
設
の
耐
震
化

率
は　

・
７
％
で
あ
る
。

６６

問　

統
合
、
廃
校
（
園
）
の
施

設
の
跡
地
利
用
の
計
画
は
。

答　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
中
で
、
協
議
を
し
て
い
き
た

い
。
廃
園
と
な
る
大
正
・
遷
喬

幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
と
し
て
利
用
し
て

い
き
た
い
。　
　

（
教
育
部
長
）

福政会

稲葉　民俊  議員

　

地
方
創
生
戦
略
の

　

若
者
定
住
促
進
は

問　

Ｕ
Ⅰ
タ
ー
ン
の
定
住
促
進

を
図
っ
て
い
く
上
で
課
題
は
。

答　

安
定
的
な
雇
用
の
確
保
が

重
要
と
考
え
て
い
る
。
若
い
世

代
が
本
市
で
安
心
し
て
生
活
す

る
た
め
に
は
、
相
応
の
賃
金
、

安
定
し
た
雇
用
形
態
、
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
と
い
っ
た
要
件

を
満
た
す
雇
用
の
提
供
が
必
要

だ
。
ま
た
、
移
住
の
目
的
が
就

農
で
あ
れ
ば
、
地
域
の
受
け
入

れ
や
住
宅
、
農
地
の
確
保
な
ど

適
切
な
支
援
を
総
合
的
に
行
う

こ
と
が
必
要
だ
。
衣
・
食
・
住
・

遊
・
学
の
中
で
雇
用
の
安
定
の

他
に
若
い
世
代
に
は
快
適
な
住

環
境
や
子
育
て
し
や
す
い
環
境
、

教
育
の
充
実
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

要
素
が
定
住
の
後
押
し
に
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
ら
を
備
え
て
い

る
福
知
山
市
の
持
つ
総
合
力
で

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
方
々
の
期
待
に

応
え
た
い
。
こ
の
よ
う
な
定
住

促
進
に
関
わ
る
情
報
を
京
阪
神

や
関
東
地
方
に
発
信
す
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
り
、
新
た
な
情
報

戦
略
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
市
長
公
室
長
）

問　

定
住
促
進
の
有
効
な
手
段

で
あ
る「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

事
業
の
隊
員
に
つ
い
て
受
け
入

れ
体
制
の
充
実
を
。

答　

本
市
に
着
任
し
た
隊
員
は

基
本
的
に
活
動
地
域
で
の
定
住

を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
定
住

す
る
た
め
に
は
安
定
的
な
就
労

環
境
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
地
域
、
隊
員
、
行
政
の

連
携
を
密
に
し
て
活
動
期
間
終

了
後
の
隊
員
の
定
住
実
現
に
向

け
、
継
続
し
た
支
援
を
進
め
て

い
き
た
い
。（
農
林
商
工
部
長
）

　

互
助
に
よ
る
地
域

　

包
括
ケ
ア
の
構
築
を

問　

互
助
に
よ
る
福
祉
の
地
域

づ
く
り
の
取
り
組
み
は
。

答　

平
成　

年
度
、
生
活
支
援

２７

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す

る
。
地
域
で
支
援
が
必
要
な
高

齢
者
の
生
活
支
援
の
あ
り
方
を

関
係
団
体
や
地
域
な
ど
で
調
整

を
行
い
、
互
助
を
通
し
た
地
域

づ
く
り
の
検
討
を
進
め
た
い
。

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
の
改
正

を
踏
ま
え
、
軽
度
な
要
支
援
１
、

要
支
援
２
の
高
齢
者
の
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
構
築
の

た
め
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
受
け
皿

づ
く
り
や
運
営
の
仕
組
み
づ
く

り
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。
さ
ら
に
、
介
護
の

基
礎
的
知
識
と
技
術
を
習
得
し

た
市
民
介
護
士
の
養
成
を
行
い
、

地
域
に
お
い
て
介
護
に
つ
い
て

の
理
解
と
関
心
を
深
め
、
介
護

の
す
そ
野
を
広
げ
た
い
。
こ
れ

に
よ
り
、
市
内
各
地
で
互
助
を

通
し
た
福
祉
の
地
域
づ
く
り
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

（
福
祉
保
健
部
長
）

公明党市会議員団

吉見　茂久  議員

新しく作成されるマップ

放放課課後後児児童童ククララブブととししてて
利利用用さされれるる遷遷喬喬幼幼稚稚園園

ＵⅠターンの玄関口 ＪＲ福知山駅ＵⅠターンの玄関口　ＪＲ福知山駅
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財
政
上
の
課
題
の

　

マ
イ
ナ
ス
要
因
は

問　

福
知
山
市
は
財
政
上
の
課

題
を
た
く
さ
ん
抱
え
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
や

考
え
方
、
解
決
方
法
は
。

答　

治
水
対
策
で
は
、
平
成　
５５

年
度
ま
で
に
元
利
償
還
金
に
か

か
る
一
般
財
源
が
、
総
額
で
約

　

億
円
必
要
。
長
期
の
負
担
と

４７な
る
が
、
市
民
の
安
心
・
安
全

の
確
保
は
、
最
優
先
で
取
り
組

む
べ
き
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

ｅ
‐
ふ
く
ち
や
ま
事
業
は
、民
営

化
を
進
め
て
お
り
、
今
後　

年
１０

で
み
れ
ば
現
行
の
ま
ま
よ
り
財

政
負
担
は
減
少
す
る
。
ま
た
合

併
特
例
期
間
の
終
了
に
伴
い
、

地
方
交
付
税
が
縮
減
さ
れ
て
い

く
。
た
だ
し
縮
減
額
は
圧
縮
さ

れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
平
成　
２８

年
度
か
ら
縮
減
期
を
迎
え
る
た

め
、
逓
減
対
策
基
金
を
活
用
し

て
対
応
し
た
い
。

問　

公
立
大
学
の
問
題
が
急
浮

上
し
て
き
た
が
、
中
期
財
政
見

通
し
へ
の
影
響
は
。

答　

目
標
定
員
を
確
保
で
き
れ

ば
、
平
成　

年
度
か
ら
は
新
た

３２

な
負
担
は
生
じ
な
い
が
、
平
成

　

年
度
の
財
源
対
策
基
金
の
残

３６高
は
、
４
億
円
に
減
少
。
入
学

者
が
定
員
の
８
割
の
場
合
は
、

　

年
間
で
市
の
負
担
が
２
億
円

１０増
加
す
る
。
６
割
の
場
合
は
、

他
の
基
金
を
流
用
す
る
こ
と
と

な
る
。　
　
　
　

（
財
務
部
長
）

問　

市
長
の
思
い
、
夢
は
。

答　

地
方
創
生
に
む
け
て
力
を

注
ぎ
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん

で
い
く
。　
　
　
　
　
　
（
市
長
）
　

防
災
対
策
と
危
機

　

管
理
強
化
に
つ
い
て

問　

福
知
山
市
は　

％
が
山
林

７６

で
あ
る
。
中
山
間
地
域
の
土
砂

災
害
対
応
は
。

答　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
早
期
に
作
成

完
了
し
た
い
。　
　
　

（
市
長
）

問　

災
害
時
、
ど
の
よ
う
な
避

難
行
動
を
と
れ
ば
い
い
の
か
。

答　

避
難
が
困
難
の
場
合
は
、

２
階
へ
移
動
す
る「
垂
直
避
難
」

で
、
命
を
守
る
行
動
を
お
願
い

し
た
い
。　
　
（
危
機
管
理
室
長
）

　

文
化
芸
術
会
館
の

　

実
現
は
あ
る
の
か

問　

文
化
芸
術
会
館
建
設
基
金
、

６
億
５
２
０
０
万
円
の
使
い
道

は
。

答　

会
館
建
設
は
、
財
政
上
お

よ
び
社
会
情
勢
を
勘
案
す
る
と

難
し
い
。
こ
の
基
金
を
活
用
し
、

福
知
山
市
の
文
化
振
興
の
拠
点

施
設
と
し
て
の
「
厚
生
会
館
」

の
改
修
を
考
え
て
い
き
た
い
。

（
地
域
振
興
部
長
）

　

豪
雨
か
ら
半
年
、

　

災
害
の
検
証
を

問　

樋
門
、
ポ
ン
プ
操
作
の
検

証
と
能
力
ア
ッ
プ
後
の
操
作
の

公
表
を
。

答　

災
害
時
の
操
作
に
つ
い
て

は
国
・
府
・
市
の
協
議
会
で
の

検
討
結
果
を
国
交
省
や
府
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
。

ま
た
、
能
力
ア
ッ
プ
し
た
施
設

は
国
交
省
で
操
作
す
る
の
で
市

で
は
公
表
で
き
な
い
。

問　

河
川
改
修
の
中
で
橋
梁
と

Ｊ
Ｒ
橋
梁
の
改
修
を
。

答　

弘
法
川
の
改
修
と
合
わ
せ
、

橋
梁
の
延
長
、
橋
脚
の
撤
去
も

検
討
す
る
。
大
谷
川
の
Ｊ
Ｒ
橋

梁
は
現
在
予
備
設
計
中
。
他
は

要
望
し
て
い
く
。

（
土
木
建
設
部
長
）

　

国
保
料
は
引
き
下
げ

　

で
き
な
い
か

問　

国
の
支
援
金
で
引
き
下
げ

で
き
な
い
か
。

答　

支
援
金
は
低
所
得
者
の
軽

減
に
充
て
る
。
国
保
料
は
医
療

費
増
大
の
た
め
値
上
げ
せ
ざ
る

を
得
な
い
。

　

公
共
交
通
の
改
善
を

問　

市
内
バ
ス
の
改
善
と
自
主

運
行
バ
ス
は
２
０
０
円
均
一
に

で
き
な
い
か
。

答　

要
望
が
出
て
い
る
地
域
に

出
向
い
て
協
議
し
て
い
る
。
運

賃
は
今
後
検
討
す
る
。

（
市
民
人
権
環
境
部
長
）

　

４
年
制
大
学
に

　

つ
い
て

問　

市
長
は
大
学
設
置
を
い
つ

決
断
し
た
か
。

答　

２
月　

日
に
検
討
会
議
の

１８

報
告
書
を
受
け
取
っ
た
後
に
決

断
し
た
。　
　
　
　
　

（
市
長
）

問　

入
学
者
の
見
通
し
は
。

答　

北
近
畿
を
は
じ
め
、
高
校

と
連
携
し
て
募
集
に
努
め
る
。

経
済
的
に
大
学
進
学
で
き
な
い

高
校
生
が
、学
費
も
安
く
、地
域

枠
や
奨
学
金
制
度
な
ど
で
入
学

で
き
る
条
件
が
大
き
く
広
が
る
。

問　

財
政
の
見
通
し
は
。

答　

財
政
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
、
大
学
を
検
討
し
な
い
場

合
、
基
金
残
高
は
平
成　

年
度

３６

末
で　

億
円
、
入
学
生
が
定
員

４３

の
６
割
で　

億
円
に
な
る
。

２４

問　
こ
の
ま
ま
行
け
ば
基
金
が

ゼ
ロ
に
な
る
。市
民
負
担
が
増
大

す
る
。地
方
自
治
体
の
本
旨
は

安
心
安
全
の
確
保
と
福
祉
の
向

上
に
あ
り
、市
民
に
大
き
な
負

担
の
押
し
付
け
は
で
き
な
い
が
。

答　

将
来
の
計
画
で
あ
る
が
、

行
政
的
に
は
内
部
で
削
減
な
ど
、

財
政
運
営
し
て
い
く
。

問　

た
く
さ
ん
の
問
題
が
あ
り
、

拙
速
な
推
進
は
認
め
ら
れ
な
い
。

答　

財
政
は
厳
し
い
が
今
の
時

期
を
逃
す
と
で
き
な
い
。
議
会

の
同
意
を
得
て
実
施
し
て
い
き

た
い
。

（
市
長
公
室
長
・
財
務
部
長
）

　

高
浜
原
発
再
稼
働

問　

再
稼
働
に
つ
い
て
市
長
の

所
見
は
。

答　

原
発
対
策
の
地
域
協
議
会

が
で
き
た
の
で
、
こ
の
中
で
発

言
し
て
い
く
。　
　
　

（
市
長
）

希望の会

桐村　一彦  議員

日本共産党市会議員団

塩見卯太郎  議員

橋脚へのゴミ堆積で橋脚へのゴミ堆積で
溢水した溢水した市街地市街地

成美学園の体育館と旧女子高校舎
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平
成　

年
度
ま
で
に

３６

　

最
大
で　

億
円
の

４３

　

財
源
不
足
が
発
生

問　

成
美
大
学
を
公
立
化
し
た

場
合
、
定
員
が
充
足
し
た
と
し

て
も
、
基
金
残
額
は
、　

年
間

１０

で
３
分
の
１
の　

億
円
に
激
減

３１

す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
が
、

基
金
額
減
少
を
ど
う
見
て
い
る

の
か
。

答　

大
規
模
な
治
水
対
策
な
ど

の
懸
案
事
項
を
考
慮
す
る
と
、

楽
観
で
き
る
状
況
で
は
な
く
、

大
学
を
引
き
継
い
だ
場
合
は
基

金
が
減
る
。
基
金
を
一
定
に
保

た
せ
る
よ
う
な
財
政
運
営
が
肝

要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

問　

今
後　

年
の
間
に
大
規
模

１０

災
害
が
起
こ
れ
ば
、
基
金
は
底

を
つ
く
。
危
機
管
理
の
面
か
ら

も
最
悪
の
状
況
を
想
定
し
対
応

で
き
る
よ
う
に
す
る
の
が
行
政

の
と
る
べ
き
姿
勢
で
は
。

答　

大
学
を
算
入
し
た
場
合
に

　

億
円
の
基
金
残
額
に
な
る
。

３１行
政
改
革
な
ど
を
積
極
的
に
進

め
る
中
で
、
選
択
と
集
中
を
図

っ
て
い
き
た
い
。（
財
務
部
長
）

　

地
元
に
大
学
が
存
在

　

す
れ
ば
教
育
の
ま
ち

　

福
知
山
な
の
か

問　

高
校
生
に
聞
い
て
も
、
故

郷
に
愛
着
は
あ
る
が
、
一
度
は

外
に
出
た
い
と
希
望
し
て
い
る
。

我
々
も
皆
そ
う
で
あ
っ
た
。
市

の
中
だ
け
で
培
養
さ
れ
た
人
で

占
め
ら
れ
た
ら
本
当
に
活
力
と

魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
で

き
る
の
か
、
基
本
的
に
疑
問
だ
。

雇
用
の
創
出
こ
そ
が
人
口
減
少

を
く
い
止
め
る
鍵
で
は
な
い
か
。

答　

若
者
が
こ
こ
へ
来
て
学
び
、

新
た
な
雇
用
の
場
を
創
出
す
る

可
能
性
と
し
て
、
大
学
の
存
在

は
人
口
流
出
を
止
め
る
大
き
な

手
立
て
と
考
え
て
い
る
。

　

教
学
理
念
改
革
や

　

学
科
構
成
の
後
回
し

　

は
問
題
で
は
な
い
か

問　

検
討
会
議
の
会
議
録
に
も

「
成
美
大
学
の
救
済
の
た
め
な

ら
賛
成
し
か
ね
る
」
と
記
載
が

あ
る
。
学
科
構
成
や
教
学
の
改

革
を
せ
ず
に
、
単
に
救
済
す
る

た
め
の
方
便
に
聞
こ
え
る
が
。

答　

一
番
円
滑
に
大
学
を
継
続

す
る
の
が
設
置
者
変
更
で
、
建

物
と
学
生
を
引
く
継
ぐ
こ
と
だ
。

学
科
な
ど
の
中
身
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
ま
た
、
相
談
し
た
い
。

（
市
長
・
市
長
公
室
長
）

　

あ
ま
り
に
拙
速
な
話

　

住
民
投
票
を
し
て
は

問　

市
民
と
議
会
を
置
き
去
り

に
し
た
一
方
的
な
事
業
推
進
だ
。

拙
速
に
事
業
決
定
を
せ
ず
に
、

じ
っ
く
り
と
協
議
す
る
の
が

「
市
民
を
ど
真
ん
中
に
」
と
い

う
行
政
運
営
で
は
な
い
の
か
。

市
民
の
間
で
も
賛
否
は
大
き
く

分
か
れ
て
い
る
。
住
民
投
票
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

答　

議
員
が
住
民
の
代
表
で
あ

る
。
議
会
で
判
断
い
た
だ
く
の

が
筋
と
考
え
て
い
る
。

（
市
長
公
室
長
）

維新福知山

�橋　正樹  議員

平成２８年から赤字が予測
される会計収支

﹇
２
月
﹈

２
日　

各
派
幹
事
会

３
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
基

地
協
議
会
第　

回
総
会

７８

　
　
　

高
浜
原
子
力
発
電
所
構

内
見
学

５
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
第

　

回
評
議
員
会

９８

６
日　

京
都
府
北
部
五
市
議
会

連
絡
協
議
会

　
　
　

京
丹
後
市
議
会
議
員
研

修
会

　
　
　

山
口
県
岩
国
市
議
会
行

政
視
察

９
日　

宮
津
市
議
員
研
修
会

　

日　

４
年
制
大
学
の
あ
り
方

１０

検
討
特
別
委
員
会

　

日　

議
会
改
革
検
討
会
議

１２
　

日　

市
民
厚
生
委
員
会

１６
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　

日　

市
議
会
議
員
共
済
会
第

１７

１
０
９
回
代
議
員
会

　
　
　

総
務
委
員
会

　
　
　

経
済
委
員
会

　

日　

京
都
府
市
議
会
議
長
会

１８

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
　
　

文
教
建
設
委
員
会

　
　
　

４
年
制
大
学
の
あ
り
方

検
討
特
別
委
員
会

　

日　

群
馬
県
館
林
市
議
会
行

１９

政
視
察

　

日　

議
会
運
営
委
員
会

２３
　
　
　

議
会
改
革
検
討
会
議

　

日　

３
月
定
例
会
本
会
議

２５
　
　
　

全
議
員
協
議
会

　
　
　

広
報
広
聴
委
員
会

　

日　

議
会
運
営
委
員
会

２６
　
　
　

４
年
制
大
学
の
あ
り
方

検
討
特
別
委
員
会

　

日　

３
月
定
例
会
本
会
議

２７
　
　
　

各
常
任
委
員
会

﹇
３
月
﹈

５
日　

３
月
定
例
会
本
会
議

６
日　

３
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　

各
派
幹
事
会

９
日　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　

日　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

１０
　
　
　

４
年
制
大
学
の
あ
り
方

検
討
特
別
委
員
会

　

日　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

１１
　

日　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

１２
　

日　

各
常
任
委
員
会

１６
　

日　

４
年
制
大
学
の
あ
り
方

１８

検
討
特
別
委
員
会

　
　
　

議
会
改
革
検
討
会
議

　

日　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

１９
　
　
　

委
員
長
会
議

　

日　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

２０
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

各
派
幹
事
会

　

日　

各
派
幹
事
会

２４
　
　
　

４
年
制
大
学
の
あ
り
方

検
討
特
別
委
員
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　

日　

議
会
改
革
講
演
会

２５
　

日　

３
月
定
例
会
本
会
議

２６
　
　
　

全
議
員
協
議
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

各
派
幹
事
会

﹇
４
月
﹈

２
日　

４
年
制
大
学
の
あ
り
方

　
　
　

検
討
特
別
委
員
会

　
　
　

広
報
広
聴
委
員
会

８
日　

広
報
広
聴
委
員
会

９
日　

議
会
改
革
検
討
会
議

　

日　

第　

回
近
畿
市
議
会
議

１４

８０
長
会
定
期
総
会

２
月
〜
４
月

議
会
日
誌

議
会
日
誌 

議
会
日
誌

議
会
日
誌 

議
会
日
誌 

 

議
会
日
誌 

議
会
日
誌 
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総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総

務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務

関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関

係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係

総
務
関
係

問　

新
た
な
生
活
圏
域
形
成
事

業
に
つ
い
て
、
事
業
の
目
的
と

期
待
さ
れ
る
効
果
は
何
か
。

答　

定
住
自
立
圏
構
想
の
研
究

を
は
じ
め
、
新
た
な
生
活
圏
域
、

近
隣
市
町
と
の
広
域
連
携
の
構

築
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
も

の
で
、
北
近
畿
全
体
の
活
性
化

や
暮
ら
し
や
す
さ
の
維
持
・
向

上
に
つ
な
げ
た
い
。

問　

厚
生
会
館
改
修
事
業
の
具

体
的
な
整
備
内
容
は
。

答　

子
育
て
世
代
や
高
齢
者
に

配
慮
し
た
改
修
を
基
本
と
す
る
。

市
を
代
表
す
る
文
化
拠
点
に
相

応
し
い
施
設
と
な
る
よ
う
、
各

文
化
団
体
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
、
そ
の
内
容
を
今
後
盛

り
込
ん
で
い
く
予
定
だ
。

問　

や
く
の
ベ
ゴ
ニ
ア
園
指
定

管
理
事
業
に
つ
い
て
、
収
入
の

積
算
根
拠
は
何
か
。

答　

目
標
額
と
し
て
民
間
の
営

業
努
力
に
期
待
す
る
数
値
を
積

算
根
拠
と
し
て
い
る
。

問　

地
域
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
特
別
会
計
予
算
の
、

「
ｅ
‐
ふ
く
ち
や
ま
事
業
」民
営

化
に
伴
う
民
間
事
業
者
の
選
定
、

使
用
料
の
考
え
方
は
。

答　

日
々
進
化
す
る
情
報
技
術

革
新
に
柔
軟
に
対
応
で
き
、
安

定
的
に
運
営
で
き
る
業
者
を
選

定
し
た
い
。
使
用
料
の
設
定
に

あ
た
っ
て
は
、
民
間
事
業
者
の

企
業
努
力
を
求
め
る
と
と
も
に
、

市
も
一
定
の
財
政
負
担
を
し
、

で
き
る
だ
け
低
く
抑
え
る
努
力

を
し
た
い
。

問　

歳
入
予
算
に
つ
い
て
、
法

人
市
民
税
が
減
少
し
た
要
因
と
、

そ
の
算
定
根
拠
は
何
か
。

答　

市
内
の
企
業
１
１
２
社
に

対
し
て
実
施
し
た
平
成　

年
度

２７

予
測
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
算
定

根
拠
と
し
て
い
る
。
税
法
改
正

に
伴
い
、
法
人
税
割
の
一
部
が

国
税
に
移
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
８
・　

％
の
減
と
な
っ
た
。

５６

問　

個
人
市
民
税
の
納
税
義
務

者
が
減
少
し
た
要
因
は
。

答　

全
国
的
な
人
口
減
少
に
よ

る
も
の
と
分
析
し
て
い
る
。

問　

消
防
団
施
設
整
備
事
業
の
、

今
後
の
整
備
計
画
、
消
防
団
再

編
の
考
え
は
。

答　

消
防
団
の
初
動
体
制
の
充

実
、
各
機
関
と
の
連
携
を
最
優

先
に
考
え
計
画
的
に
整
備
を
進

め
た
い
。
消
防
団
の
再
編
に
つ

い
て
は
、
消
防
団
が
自
ら
考
え

計
画
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

地
域
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
確

立
し
た
上
で
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

４
年
制
大
学
設
置
準
備
事

業
に
つ
い
て
、（
仮
称
）
大
学
準

備
委
員
会
の
設
置
目
的
と
委
員

会
構
成
は
。

答　

４
年
制
大
学
の
創
設
に
必

要
な
作
業
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

予算審査特別委員会 
６日間にわたり精力的に審査を行い、 
平成平成２７年度当初予算関係年度当初予算関係５９議案を審査 
６日間にわたり精力的に審査を行い、 
平成２７年度当初予算関係年度当初予算関係５９議案を審査 

予算審査特別委員会 
６日間にわたり精力的に審査を行い、 
平成２７年度当初予算関係５９議案を審査 

　３月定例会では、平成２７年度予算案の審査をするため、全議員からなる予算審査特別委員
会（野田勝康委員長、吉見純男副委員長）を設置し、３月９日（総務関係）１０日（市民厚生
関係）１１日（経済関係）１２日（文教建設関係）１９日（総括質疑）２０日（総括質疑、討論、採
決）の６日間にわたり精力的に審査を行い、本会議最終日の２６日の討論を経て、採決の結果、
全会計の予算案について、原案のとおり可決しました。

予算総額
増減率増減額平成２６年度平成２７年度

　　１.６％６億４０００万円４０６億１０００万円　４１２億５０００万円一般会計

△　０.８％　△３億４９００万円４１８億５４００万円４１５億　５００万円（前倒し含む）

　　９.２％１９億５６００万円２１２億６８００万円２３２億２４００万円特別会計

　１１.７％２４億６２００万円２０９億７５００万円２３４億３７００万円企業会計

　　６.１％５０億８０００万円８２８億５３００万円８７９億１１００万円合　計

　　４.９％４１億４２００万円８４０億９７００万円８８２億３９００万円（前倒し含む）

単位：百万止で記載

改修される厚生会館
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よ
り
専
門
的
な
視
点
で
意
見
、

助
言
を
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
実
務
に
精
通
し

た
６
名
の
方
々
で
構
成
し
た
い
。

問　

４
年
制
大
学
を
「
地
方
創

生
」
の
目
玉
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
理
由
は
何
か
。

答　

北
近
畿
の
人
口
減
少
、
と

り
わ
け
若
年
人
口
の
減
少
が
著

し
い
中
、
地
域
の
活
性
化
、
雇

用
の
促
進
、
若
者
の
定
住
な
ど
、

北
近
畿
全
体
の
地
方
創
生
に
大

き
な
効
果
を
も
た
ら
す
と
考
え

て
い
る
。

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関
係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係

市
民
厚
生
関
係

問　

ふ
く
ち
や
ま「
イ
ク
マ
チ
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
事
業
内
容
は
。

答　

市
民
ア
イ
デ
ア
買
取
り
事

業
で
あ
り
、
三
段
池
公
園
総
合

体
育
館
で
実
施
さ
れ
る
児
童
館

事
業
の
や
ん
ち
ゃ
フ
ェ
ス
タ
に

併
せ
て
、
子
育
て
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
開
催
す
る
予
定
で
あ

る
。

問　

福
祉
避
難
所
運
営
事
業
に

つ
い
て
、
そ
の
目
的
、
期
待
さ

れ
る
効
果
は
何
か
。

答　

災
害
時
の
要
配
慮
者
受
入

施
設
を
福
祉
避
難
所
と
位
置
付

け
、
高
齢
者
福
祉
施
設　

施
設
、

１２

障
害
者
福
祉
施
設
５
施
設
の
計

　

施
設
の
指
定
を
行
い
、
要
配

１７慮
者
の
避
難
時
の
安
全
確
保
を

行
う
。

問　

福
知
山
市
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
策
定
事
業
に
つ
い

て
、
そ
の
目
的
、
事
業
内
容
、

計
画
期
間
は
。

答　

ま
ち
づ
く
り
計
画
と
連
携

し
た
面
的
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
再
構
築
を
進
め
、
市

域
全
体
を
見
渡
し
た
総
合
的
な

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
を
目
的
と
し
、
地
域
の
特
性

に
応
じ
た
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
を
検
討
す
る

予
定
で
あ
る
。
計
画
期
間
は
未

定
で
、
法
律
で
は
原
則
５
年
程

度
で
あ
る
の
で
柔
軟
な
設
定
も

可
能
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
検

討
す
る
。

問　

公
設
民
営
診
療
施
設
維
持

管
理
事
業
に
つ
い
て
、
減
額
理

由
は
何
か
。

答　

菟
原
診
療
所
に
設
置
し
て

い
る
Ⅹ
線
機
器
と
レ
セ
プ
ト
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
長
期
継
続
契
約

に
よ
る
リ
ー
ス
契
約
終
了
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

問　

医
療
費
抑
制
の
た
め
の
後

発
医
薬
品
の
使
用
率
は
。

答　

平
成　

年
４
月
診
療
分
で

２６

　

・　

％
、　

月
診
療
分
で
は

３１

８７

１０

　

・　

％
で
あ
る
。

３３

２１

問　

介
護
認
定
者
数
、
要
支
援

１
、
２
の
方
の
人
数
と
割
合
は
。

答　

認
定
者
は
４
８
０
５
人
で
、

要
支
援
１
の
方
が
平
成　

年
１

２７

月
で
２
７
６
人
、
高
齢
者
人
口

２
万
２
７
６
５
人
に
対
す
る
割

合
は
１
・
２
％
、
要
支
援
２
の

方
が
７
６
５
人
で
、
３
・
４
％

で
あ
る
。経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経

済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済

関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関

係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係

経
済
関
係

問　

中
心
市
街
地
空
き
家
・
空

き
店
舗
等
ス
ト
ッ
ク
バ
ン
ク
事

業
と
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
認
定
申
請
事
業
の
目
的
は
。

答　

ま
ち
な
か
不
動
産
の
流
動

化
や
中
心
市
街
地
活
性
化
２
期

計
画
の
策
定
で
あ
る
。

問　

農
地
・
農
業
用
施
設
災
害

復
旧
事
業
の
内
容
は
。

答　

た
め
池
関
係
の
災
害
復
旧

工
事
と
し
て
流
入
し
た
土
砂
の

撤
去
な
ど
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

問　

浸
水
対
策
に
対
す
る
事
業

内
容
と
防
災
強
化
の
考
え
方
は
。

答　

家
庭
用
雨
水
貯
留
槽
設
置

補
助
金
の
市
民
共
助
の
観
点
に

立
っ
て
の
普
及
、
駅
南
地
区
の

ポ
ン
プ
能
力
の
増
強
、
土
師
地

区
・
堀
地
区
の
雨
水
貯
留
施
設

設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

問　

上
水
道
の
経
営
統
合
の
進

捗
状
況
は
。

答　

老
朽
管
更
新
な
ど
の
取
り

組
み
や
平
成　

年
度
当
初
予
算

２７

で
、
経
営
統
合
に
不
可
欠
な
固

定
資
産
調
査
・
評
価
業
務
を
実

施
す
る
。
機
能
診
断
結
果
に
基

づ
い
た
最
適
化
構
想
計
画
を
策

定
す
る
。

文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文
教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関
係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係

問　

石
原
地
区
沿
道
型
商
業
施

設
誘
致
事
業
の
方
向
性
と
ね
ら

い
は
。

答　

石
原
地
区
は
土
地
区
画
整

理
前
と
比
べ
世
帯
数
は
約
３
倍
、

人
口
も
約
２
・
４
倍
に
な
っ
て

お
り
、
生
活
利
便
性
の
向
上
、

商
業
施
設
の
誘
致
に
よ
る
賑
わ

い
の
創
出
を
図
る
た
め
、
区
画

整
理
の
保
留
地
を
活
用
し
、
定

期
借
地
用
地
と
し
て
物
販
等
小

売
業
の
商
業
施
設
を
誘
致
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

問　

調
整
池
整
備
事
業
の
事
業

内
容
は
。

答　

平
成　

年
８
月
豪
雨
災
害

２６

で
甚
大
な
内
水
被
害
を
受
け
た

法
川
流
域
お
よ
び
弘
法
川
流
域

を
主
な
対
象
地
域
と
し
て
、
雨

水
調
整
・
貯
留
・
排
水
の
機
能

強
化
を
図
る
た
め
、
調
整
池
、

た
め
池
改
良
、
オ
ン
サ
イ
ト
貯

留
の
整
備
を
平
成　

年
度
か
ら

２７

　

年
度
を
め
ど
に
順
次
進
め
る
。

３１問　

地
域
で
支
え
る
地
域
未
来

塾
開
講
事
業
の
事
業
内
容
と
対

象
エ
リ
ア
、
開
催
場
所
は
。

答　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り

課
題
が
あ
る
中
学
３
年
生
を
対

象
に
学
習
支
援
を
行
う
。
対
象

エ
リ
ア
は
中
心
部
の
大
規
模
学

校
で　

人
程
度
を
考
え
て
お
り
、

１０

開
催
場
所
は
学
校
、
公
民
館
、

集
会
所
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

問　

市
民
ア
イ
デ
ア
買
取
り
事

公立大学への転換が議論されている成美大学公立大学への転換が議論されている成美大学

菟原診療所
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業
と
し
て
実
施
さ
れ
る
「
世
代

を
つ
な
ぐ
ふ
れ
あ
い
事
業
」
の

効
果
に
つ
い
て
。

答　

実
施
校
は
未
定
で
あ
る
が
、

小
学
校
１
校
で
児
童
と
地
域
の

高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
交
流
活

動
を
行
い
、
ふ
る
さ
と
の
こ
と

を
学
び
、
豊
か
な
心
を
育
む
取

り
組
み
に
し
た
い
。

問　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営

事
業
の
６
年
生
拡
大
に
伴
う
受

け
入
れ
態
勢
は
。

答　

平
成　

年
４
月
か
ら
新
た

２７

に
大
正
、
庵
我
で
６
年
生
ま
で

の
受
け
入
れ
を
開
始
す
る
。
修

斉
、
成
仁
は
施
設
整
備
が
完
了

し
た
後
、
平
成　

年
の
途
中
か

２７

ら
６
年
生
ま
で
の
受
け
入
れ
を

行
う
。

総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総

括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括

質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質

疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑

総
括
質
疑

問　

平
成　

年
度
予
算
に
お
け

２７

る
財
源
確
保
対
策
は
。

答　

土
地
建
物
貸
付
収
入
、
自

動
販
売
機
の
貸
付
収
入
な
ど
の

市
有
財
産
の
貸
付
、
魅
力
的
で

多
様
な
記
念
品
を
贈
呈
す
る
ふ

る
さ
と
納
税
、
印
刷
物
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
公
用
車
な
ど
を
媒

体
と
し
た
広
告
収
入
の
方
策
を

講
じ
て
い
く
。

問　

過
去
最
大
の
一
般
会
計
予

算
を
編
成
し
た
市
長
の
見
解
は
。

答　

２
年
連
続
で
甚
大
な
災
害

に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
積
極

的
に
防
災
機
能
強
化
事
業
に
取

り
組
む
こ
と
と
、
平
成　

年
度

２４

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
公
約
の
総

仕
上
げ
を
す
る
た
め
に
大
型
予

算
を
編
成
し
た
。

問　

福
知
山
市
に
お
け
る
地
方

創
生
へ
の
対
策
は
。

答　

ま
ち
づ
く
り
、
人
材
育
成
、

雇
用
の
創
出
、
防
災
に
関
す
る

こ
と
な
ど
を
柱
と
す
る
総
合
戦

略
計
画
や
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

地
域
の
活
性
化
の
た
め
の

農
林
業
、
商
工
業
の
取
り
組
み

強
化
策
は
。

答　

農
山
村
で
は
、
ふ
く
ち
の

村
来
人
定
住
活
動
支
援
事
業
や

未
利
用
間
伐
材
の
有
効
活
用
、

ま
た
中
心
市
街
地
で
は
、
ま
ち

な
み
環
境
整
備
事
業
や
空
き

家
・
空
き
店
舗
等
ス
ト
ッ
ク
バ

ン
ク
事
業
な
ど
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
。

問　

観
光
都
市
づ
く
り
に
向
け

た
市
長
の
見
解
は
。

答　

海
の
京
都
事
業
な
ど
他
市

町
と
連
携
す
る
中
で
中
心
市
街

地
を
観
光
戦
略
の
拠
点
と
し
て
、

お
城
や
ス
イ
ー
ツ
を
積
極
的
に

打
ち
出
す
と
と
も
に
、
大
江
の

紙
す
き
や
夜
久
野
の
漆
絵
付
け

な
ど
の
体
験
コ
ー
ス
も
有
効
活

用
し
、
本
市
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
き
た
い
。

問　

公
立
大
学
を
運
営
す
る
こ

と
に
よ
る
市
全
体
の
財
政
へ
の

影
響
は
。

答　

定
員
の　

割
を
確
保
す
れ

１０

ば
、
設
置
当
初
は
収
支
不
足
が

発
生
す
る
が
、
５
年
目
以
降
の

収
支
は
黒
字
化
し
、
将
来
的
に

は
実
質
的
な
市
の
負
担
は
な
く

な
り
、
安
定
的
な
大
学
運
営
が

可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

開
学
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
市
民
理
解
を
得
る
手
段
は
。

答　

平
成　

年
度
予
算
の
承
認

２７

を
受
け
れ
ば
、
速
や
か
に
文
科

省
や
府
と
の
調
整
や
諸
手
続
き

な
ど
の
準
備
を
進
め
た
い
。

問　

平
成　

年
４
月
開
学
を
目

２８

指
す
理
由
は
。

答　

地
方
大
学
を
一
つ
の
柱
と

し
た
本
市
の
総
合
戦
略
を
早
期

に
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
京
都
工
芸
繊
維
大
学
北
京
都

分
校
の
誘
致
と
連
携
方
策
を
早

期
に
具
現
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
成
美
大
学
の
現
状
に
鑑

み
、
こ
の
ま
ま
で
は
こ
の
地
域

か
ら
４
年
制
大
学
が
失
わ
れ
る

危
機
感
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

そ
の
理
由
で
あ
る
。

問　

国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ

い
て
、
上
が
り
続
け
る
保
険
料

の
今
後
の
方
向
性
は
。

答　

保
険
料
値
上
げ
の
要
因
で

あ
る
医
療
費
の
増
加
を
抑
制
す

る
た
め
、
特
定
健
診
や
人
間
ド

ッ
ク
、
が
ん
検
診
な
ど
の
受
診

を
促
進
し
、病
気
の
早
期
発
見
・

治
療
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

問　

地
域
情
報

通
信
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
の
移

転
補
償
費
の
予

算
計
上
の
考
え

方
は
。

答　

公
共
移
転

補
償
は
新
年
度

に
入
っ
て
か
ら

移
設
の
計
画
が

示
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
当
初

予
算
で
は
見
込
め
な
い
た
め
、

状
況
に
よ
っ
て
補
正
予
算
で
対

応
し
た
い
。

問　

平
成　

年
度
の
市
民
病
院

２７

の
方
向
性
は
。

答　

救
命
救
急
棟
の
完
成
、
さ

ら
に
は
医
師
や
看
護
師
な
ど
の

マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
が
進
み
、

府
北
部
の
拠
点
病
院
と
な
っ
て

い
る
。
国
保
新
大
江
病
院
を
分

院
と
し
て
引
き
継
ぐ
こ
と
で
、

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
地
域
に

根
ざ
し
た
医
療
の
提
供
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

６年生までが対象となる計画が示された
放課後児童クラブ

府北部の拠点病院となっている市民病院

平成１９年度決算と比較し、約４０億円以上の一般会計歳出が 
増えている。 

一般会計年度別歳出額（決算ベース） 
Ｈ２６は３月補正後予算額、Ｈ２７は当初予算額 （百万円単位） 

（年度） 

５０，０００ 

４０，０００ 

３０，０００ 

２０，０００ 

１０，０００ 

０ 
平成 
１９年 

平成 
２０年 

平成 
２１年 

平成 
２２年 

平成 
２３年 

平成 
２４年 

平成 
２５年 

平成 
２６年 

平成 
２７年 
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地
方
版
総
合
戦
略
策
定
及
び

地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
事
業

問　
市
の
「
総
合
計
画
」
と
の

整
合
性
は
ど
う
か
。

答　
地
方
版
総
合
戦
略
は
、
人

口
減
少
の
克
服
、
地
方
創
生
を

目
的
と
し
て
お
り
、
市
の
全
般

的
な
総
合
計
画
と
は
一
致
し
な

い
部
分
が
あ
る
。
し
か
し
、
定

住
促
進
対
策
の
強
化
と
い
う
面

で
、
総
合
計
画
に
掲
げ
る
ひ
と

つ
の
大
き
な
政
策
の
柱
と
な
り
、

重
要
事
業
成
果
指
数
の
設
定
な

ど
、
総
合
計
画
と
の
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
作
業
を
進
め
た
い
。

め
ざ
せ
！
『
救
命
の
絆
』
世
界

一
の
ま
ち
事
業

問　
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た

市
民
救
命
士
育
成
の
講
習
方
法

は
。

答　
義
務
教
育
終
了
時
に
は
全

員
、
市
民
救
命
士
の
資
格
取
得

が
で
き
る
よ
う
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
活
用
し
た
学
習
環
境
で

あ
る
「
ｅ
‐
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
導

入
し
て
効
率
的
に
講
習
を
実
施

す
る
。
多
く
の
学
校
で
取
り
組

ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

福
知
山
市
地
域
の
元
気
臨
時

交
付
金
基
金
条
例
を
廃
止
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問　
平
成　

年
度
の
基
金
残
高

２６

の
見
込
み
は
。
ま
た
「
福
知
山

市
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
基

金
」
を
活
用
し
た
充
当
事
業
は
。

答　
平
成　

年
度
に
３
億
３
３

２５

２
８
万
１
０
０
０
円
の
交
付
決

定
を
受
け
て
、
同
年
度
の
ハ
ー

ド
事
業
に
７
９
２
２
万
２
０
０

０
円
を
充
当
し
、
残
額
の
２
億

５
３
５
５
万
９
０
０
０
円
を
同

基
金
に
積
立
て
た
。　

年
度
末

２６

の
基
金
残
高
は
利
息
分
を
含
め

２
億
５
３
８
５
万
１
０
０
０
円

を
見
込
ん
で
い
る
。
当
基
金
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
市
立
保
育

園
整
備
計
画
推
進
事
業
・
道
路

新
設
事
業
・
道
路
舗
装
改
良
事

業
・
道
路
部
分
改
良
事
業
・
市

営
住
宅
計
画
改
修
事
業
・
小
学

校
施
設
設
備
改
修
事
業
な
ど
に

充
当
し
た
い
。

（
す
べ
て
全
員
賛
成
で
可
決
）

平
成　

年
度
一
般
会
計

２６

補
正
予
算（
8
号
）

ひ
と
り
親
世
帯

保
護
者
支
援
事
業
は

問　
事
業
内
容
、
対
象
世
帯
は
。

答　
子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
金
を

一
部
負
担
す
る
。
ひ
と
り
親
で

児
童
扶
養
手
当
支
給
世
帯
が
対

象
だ
。

介
護
職
員
初
任
者
研
修

受
講
支
援
事
業
は

問　
事
業
内
容
、
受
講
会
場
は
。

答　
施
設
な
ど
で
働
い
て
い
な

い
人
が
対
象
だ
。
無
資
格
者
の

受
講
時
間
は
４
５
０
時
間
。
成

美
大
学
で
実
施
す
る
。

生
活
保
護
は

問　
保
護
受
給
者
が
増
加
し
て

い
る
が
、
市
の
現
況
は
。

答　
平
成　

年
９
月
時
点
で
７

２６

８
９
世
帯
１
１
４
４
人
が
受
給
。

市
民
の
１
・　

％
に
あ
た
り
府

４６

下
４
番
目
と
な
る
。

臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
は

問　
大
き
な
減
額
だ
が
、
理
由

は
。

答　
支
給
対
象
者
を
絞
ら
ず
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
が
要
因
だ
。

平
成　

年
度
は
守
秘
義
務
違
反

２７

が
生
じ
な
い
よ
う
対
象
者
を
絞

り
事
業
に
取
り
組
む
。

Ｋ
Ｔ
Ｒ
大
江
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は

問　
事
業
費
減
の
理
由
は
。

答　
操
作
に
係
員
が
つ
く
の
で

当
初
予
定
し
て
い
た
自
動
ド
ア
、

ス
ロ
ー
プ
設
置
が
不
要
と
な
っ

た
た
め
だ
。
運
用
は
予
約
制
で

３
月　

日
以
降
の
稼
働
と
な
る
。

２４

地
方
バ
ス
路
線
運
行
は

問　
運
行
事
業
補
助
金
が
昨
年

よ
り
減
っ
て
い
る
が
理
由
は
。

答　
経
費
の
キ
ロ
単
価
が
下
が

り
、
乗
車
人
数
も
増
え
収
支
改

善
し
た
こ
と
に
よ
る
減
だ
。

市
民
病
院
の

免
震
装
置
は
大
丈
夫
か

問　
ど
こ
の
メ
ー
カ
ー
か
。

答　
今
、
問
題
に
な
っ
て
い
る

の
は
東
洋
ゴ
ム
だ
。
市
民
病
院

は
ブ
リ
ジ
ス
ト
ン
の
製
品
を
採

用
し
て
い
る
。

問　
施
設
入
所
者
が
増
加
し
た

と
あ
る
が
、
何
人
増
え
た
の
か
。

答　
当
初
計
画
よ
り
特
養
は
月

平
均　

・
４
人
、
シ
ョ
ー
ト
ス

２１

テ
イ
は
月
平
均　

・
８
人
増
え

３６

る
と
見
込
ん
で
い
る
。　

（
す
べ
て
全
員
賛
成
で
可
決
）

主主
なな
議議
案案
審審
査査

平
成　

年
度
一
般
会
計

２６

補
正
予
算（
第
8
・
9
号
）

主主
なな
議議
案案
審審
査査

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各
常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常
任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審
査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告

ひ
と
り
親
世
帯
保
護
者
支
援
事
業
な
ど
を
可
決

市民厚生

地
域
版
総
合
戦
略
策
定
及
び
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
事
業
な
ど
を
可
決

総　務

介
護
保
険
事
業

補
正
予
算（
第
3
号
）

大江駅にできた昇降機大江駅にできた昇降機

市民救命士育成の講習風景市民救命士育成の講習風景
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平
成

年
８
月
豪
雨
に
伴
う

２６

治
水
対
策
の
実
施

問　
和
久
市
第
３
ポ
ン
プ
場
の

耐
水
化
工
事
は
。

答　
　

㎝
の
高
さ
ま
で
浸
水
し

７５

た
た
め
、
止
水
壁
の
高
さ
は
１

ｍ
と
し
た
。
出
水
期
の
６
月
末

に
工
事
を
完
了
し
た
い
。

地
方
創
生
先
行
型
お
よ
び
地

域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
の

各
事
業
に
関
す
る
補
正

問　
６
次
産
業
推
進
事
業
は
。

答　
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し

て
東
京
都
板
橋
区
の
店
舗
に
参

加
、
試
験
販
売
は　

万
円
だ
。

６０

問　
ふ
く
ち
や
ま
復
興
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
は
。

答　
事
業
者
負
担
の
プ
レ
ミ
ア

ム
率
は　

％
、
４
月　

日
か
ら

２０

１６

販
売
で
８
月
末
ま
で
利
用
で
き

る
。

問　
中
丹
地
域
有
害
鳥
獣
処
理

施
設
整
備
工
事
の
変
更
は
。

答　
保
健
所
や
消
防
署
の
指
導

で
、
焼
却
炉
棟
や
関
連
施
設
の

仕
様
変
更
に
伴
う
工
事
費
な
ど

の
増
額
で
、
配
置
に
変
更
は
な

い
。

下
水
道
管
災
害
復
旧
工
事
補

正問　
農
業
集
落
排
水
施
設
復
旧

事
業
の
進
捗
や
遅
れ
の
支
障
は
。

答　
上
豊
富
地
区
２
カ
所
は
、

道
路
工
事
の
進
捗
に
合
わ
せ
５

月
ご
ろ
に
管
渠
の
工
事
に
入
る
。

問　
堀
浄
水
場　

緩
速
ろ
過
池

更
新
工
事
の
電
源
装
置
は
。

答　
無
停
電
電
源
装
置
は
、
突

発
的
な
停
電
時
に
自
家
発
電
装

置
を
一
時
的
に
保
管
す
る
。

平
成

年
８
月
豪
雨
災
害
対

２６

応
関
係
の
補
正

問　
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
事

業
が
予
算
化
さ
れ
な
か
っ
た
理

由
は
。

答　
奥
榎
原
、
森
垣
、
私
市
の

３
地
区
で
、
京
都
府
の
治
山
事

業
と
し
て
予
算
化
さ
れ
ず
、
平

成　

年
度
の
要
望
調
整
を
し
て

２７
い
る
。

問　
ま
ち
な
み
環
境
整
備
事
業

の
減
額
と
見
通
し
は
。

答　
本
年
度
は
５
件
の
減
で
あ

っ
た
が
、
平
成　

年
度
は
８
件

２７

を
計
上
し
て
い
る
。

問　
企
業
誘
致
促
進
特
別
対
策

事
業
の
支
出
額
は
。

答　
本
年
度
は
雇
用
奨
励
費
と

し
て
一
人　

万
円
の　

人
が
対

１５

１０

象
で
企
業
誘
致
促
進
事
業
費
は

１
５
０
万
円
で
あ
っ
た
。

問　
福
知
山
市
企
業
交
流
プ
ラ

ザ
改
修
事
業
は
。

答　
平
成　

年
８
月
豪
雨
で
本

２６

年
度
は
で
き
な
か
っ
た
。
平
成

　

年
度
の
当
初
予
算
に
は
計
上

２７し
て
い
る
。

（
す
べ
て
全
員
賛
成
で
可
決
）

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正

２６

予
算（
第
8
号
）ほ
か
2
議
案

地
方
創
生
先
行
型
の
交
付
金

に
よ
り
福
知
山
城
公
園
整
備

基
本
構
想
策
定
事
業
を
実
施

問　
構
想
の
具
体
的
方
向
性
と

策
定
範
囲
、
策
定
の
期
限
は
。

答　
福
知
山
城
を
観
光
拠
点
と

し
て
賑
わ
い
創
出
を
図
っ
て
い

く
。
ゆ
ら
の
ガ
ー
デ
ン
や
街
路

事
業
、
市
街
地
へ
の
回
遊
性
、

観
光
駐
車
場
確
保
な
ど
課
題
は

多
く
、
総
合
的
に
考
慮
し
て
い

き
た
い
。
平
成　

年
度
中
に
策

２７

定
予
定
。

事
業
の
実
施
精
査
や
見
直
し
に

よ
り
事
業
費
の
増
額
あ
る
い
は

減
額
が
生
じ
た
も
の
の
補
正

問　
平
成　

年
８
月
豪
雨
災
害

２６

の
被
災
者
住
宅
応
急
修
理
事
業

の
執
行
見
込
み
額
減
額
の
理
由

は
。

答　
応
急
修
理
事
業
は
国
の
災

害
救
助
法
に
よ
る
制
度
で
、
受

付
期
間
は
お
お
む
ね
１
カ
月
以

内
で
あ
る
た
め
、
す
で
に
事
業

費
が
確
定
し
た
た
め
の
減
額
で

あ
る
。

問　
地
域
再
建
被
災
者
住
宅
等

支
援
事
業
の
繰
越
の
理
由
は
。

答　
床
上
浸
水
以
上
の
住
宅
に

補
助
を
行
う
も
の
で
、
申
請
期

間
を
平
成　

年　

月　

日
ま
で

２７

１０

２０

設
定
し
て
お
り
、
今
後
の
申
請

が
見
込
ま
れ
る
た
め
。

問　
小
中
学
校
施
設
空
調
設
備

設
置
事
業
で
予
算
と
執
行
額
が

大
幅
に
違
う
が
。

答　
５
年
間
の
事
業
計
画
で
、

最
終
的
に
１
億
円
か
ら
２
億
円

の
減
額
が
考
え
ら
れ
る
。
平
成

　

年
度
予
算
で
は
実
態
に
近
い

２７予
算
編
成
を
考
慮
し
て
い
る
。

駅
南
口
広
場
駐
車
場
施
設
管
理

シ
ス
テ
ム
復
旧
事
業
の
変
更

問　
工
事
請
負
費
か
ら
賃
貸
借

契
約
に
変
更
し
た
理
由
と
利
用

開
始
時
期
、
利
用
可
能
台
数
は
。

答　
管
理
シ
ス
テ
ム
の
保
守
管

理
業
者
が
１
者
に
固
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
保
守
管
理
を
含
め
た

賃
貸
借
契
約
に
見
直
す
も
の
で

あ
る
。
な
お
、
利
用
は
平
成　
２７

年
４
月
か
ら
、
台
数
は
９
台
駐

車
可
能
で
あ
る
。　
　
　
　
　

小
学
校
教
師
用
教
科
書
・
指
導

書
購
入
事
業
の
随
意
契
約

問　
随
意
契
約
の
理
由
と
補
正

予
算
と
な
っ
た
理
由
は
。

答　
教
科
書
、
指
導
書
に
つ
い

て
は
値
引
き
が
な
く
、
競
争
性

が
な
い
こ
と
か
ら
随
意
契
約
と

な
っ
て
い
る
。
本
年
２
月
に
定

価
が
決
ま
っ
た
こ
と
で
、
３
月

議
会
へ
の
議
案
提
出
と
な
っ
た
。

（
す
べ
て
全
員
賛
成
で
可
決
）

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正

２６

予
算（
第
8
号
）

主主
なな
議議
案案
審審
査査

主主
なな
議議
案案
審審
査査

地
方
創
生
先
行
型
お
よ
び
地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支

援
型
の
各
事
業
に
関
す
る
補
正
な
ど
を
可
決

経　済

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」の
制
定
に
よ
る
経

済
対
策
補
正
な
ど
を
可
決

文教建設

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正

２６

予
算（
第
9
号
）ほ
か
7
議
案

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正

２６

予
算（
第
9
号
）ほ
か
３
議
案

基本構想づくりに取りかかる福知山城周辺基本構想づくりに取りかかる福知山城周辺

堀浄水場膜ろ過棟パース
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3 月定例市議会の議決結果について

○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対　－：棄権　　※奥藤晃議員（福知山未来の会）は、議長職のため表決に加わっていませんが、市会発議第７
号については、可否同数のため議長裁決により否決となりました。

■議員別議案賛否一覧表（賛否が分かれた議案のみ賛否状況を掲載しています）
無
会
派

希望の会維新
福知山福政会福知山

未来の会
公明党
市会議員団

日本共産党
市会議員団議

決
結
果

会派別議員名
（議決結果）

議　　　案
稲
垣
司
郎

藤
田　

守

谷
垣
和
夫

桐
村
一
彦

田
渕
裕
二

塩
見
日
出
勝

�
橋
正
樹

高
宮
辰
郎

稲
葉
民
俊

谷
口　

守

木
戸
正
�

和
田　

久

野
田
勝
康

芦
田
眞
弘

田
中
法
男

森
下
賢
司

吉
見
茂
久

大
谷
洋
介

足
立
伸
一

吉
見
純
男

中
島
英
俊

大
槻
富
美
子

足
立　

進

塩
見
卯
太
郎

×○○○○××○○○○○○○○○○○○×××××可平成２７年度一般会計予算第１１１号
○××××○○××××××××××××○○○○○否平成２７年度一般会計予算第１１１号修正案
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×××××可平成２７年度国民健康保険事業特別会計予算第１１２号
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×××××可平成２７年度介護保険事業特別会計予算第１２２号
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×××××可平成２７年度後期高齢者医療事業特別会計予算第１２５号

×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可平成２７年度地域情報通信ネットワーク
事業特別会計予算第１２６号

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×××××可国民健康保険条例の一部改正第１５４号
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×××××可介護保険条例の一部改正第１５５号
○○○○○○○○○○○○欠○○○○○○○○○○○可平成２６年度一般会計補正予算（第８号）第１７０号
○○○○○○○○○○○○欠○○○○○○○○○○○可平成２６年度下水道事業会計補正予算（第３号）第１７１号
○○○○○○○○○○○○欠○○○○○○○○○○○可工事請負契約の変更第１７２号

×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可平成２６年度後期高齢者医療事業特
別会計補正予算（第２号）第１８０号

×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可平成２６年度地域情報通信ネットワーク
事業特別会計補正予算（第１号）第１８１号

○××××○○×××××○××××××○○○○○否４年制公立大学設置に関する住民投票条例の制定市会発議第５号
○××××○○○○××○○××××××○○○○○否福知山市における公立大学の設置に関する決議市会発議第７号

○××××○○××××××××××××○○○○○否関西電力高浜原発３・４号機の再
稼働中止の意見書を求める請願請願１号

○××××○○××××××○○○×××○○○○○否年金削減の取り止めと最低保障年
金制度の実現に関する請願請願２号

■全員賛成で可決となった議案
平成２７年度国民健康保険診療所費特別会計予算第１１３号
平成２７年度と畜場費特別会計予算第１１４号
平成２７年度簡易水道事業特別会計予算第１１５号
平成２７年度宅地造成事業特別会計予算第１１６号
平成２７年度休日急患診療所費特別会計予算第１１７号
平成２７年度公設地方卸売市場事業特別会計予算第１１８号
平成２７年度農業集落排水施設事業特別会計予算第１１９号
平成２７年度福知山都市計画事業石原土地区画整理事業特別会計予算第１２０号
平成２７年度福知山都市計画事業福知山駅周辺土地区画整理事業特別会計予算第１２１号
平成２７年度大江都市計画事業河守土地区画整理事業特別会計予算第１２３号
平成２７年度下夜久野地区財産区管理会特別会計予算第１２４号
平成２７年度水道事業会計予算第１２７号
平成２７年度下水道事業会計予算第１２８号
平成２７年度病院事業会計予算第１２９号
市一般職の任期付職員の採用並びに勤務時間及び給与等に関する条例の制定第１３０号
行政手続条例の一部改正 第１３１号
福知山市における法令遵守の推進等に関する条例の一部改正第１３２号
福知山市附属機関設置条例の一部改正第１３３号
三和荘条例の一部改正第１３４号
三和町運動広場条例の一部改正第１３５号
人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正第１３６号
職務に専念する義務の特例に関する条例の一部改正第１３７号
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正第１３８号
市長及び副市長並びに上下水道事業管理者の給与に関する条例の一部改正第１３９号
一般職職員の給与に関する条例の一部改正第１４０号
旅費支給条例の一部改正第１４１号
福知山市の特別職等の職員で常勤のものの退職手当に関する条例の一部改正第１４２号
文化芸術会館建設基金条例の一部改正第１４３号
大江町和紙伝承館条例の一部改正第１４４号
消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正第１４５号
上下水道部の企業職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部改正第１４６号
病院事業管理者の給与に関する条例の一部改正第１４７号
市立福知山市民病院の企業職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部改正第１４８号
男女共同参画センター条例の制定第１４９号
市民ホール条例の制定第１５０号
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額等に関する条例の制定第１５１号
大江町高齢者生産活動センター条例の一部改正第１５２号
保健福祉センター条例の一部改正第１５３号

指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正第１５６号
指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防
サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正第１５７号
指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための
効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正 第１５８号
介護福祉士育成修学資金の貸与に関する条例の一部改正第１５９号
放課後児童クラブの設置に関する条例の制定第１６０号
市営住宅条例の一部改正第１６１号
駅前広場条例の一部改正第１６２号
教育集会所条例の一部改正第１６３号
財政調整基金の繰入れ第１６４号
訴えの提起（裁判上の和解を含む。）第１６５号
辺地総合整備計画の策定第１６６号
過疎地域自立促進市町村計画の変更第１６７号
子ども・子育て支援事業計画の策定第１６８号
障害者計画の策定第１６９号
平成２６年度一般会計補正予算（第９号）第１７３号
平成２６年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）第１７４号
平成２６年度国民健康保険診療所費特別会計補正予算（第１号）第１７５号
平成２６年度簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）第１７６号
平成２６年度休日急患診療所費特別会計補正予算（第１号）第１７７号
平成２６年度農業集落排水施設事業特別会計補正予算（第２号）第１７８号
平成２６年度介護保険事業特別会計補正予算（第３号）第１７９号
平成２６年度水道事業会計補正予算（第２号）第１８２号
平成２６年度下水道事業会計補正予算（第４号）第１８３号
平成２６年度病院事業会計補正予算（第３号）第１８４号
福知山市地域の元気臨時交付金基金条例の廃止第１８５号
三岳青少年山の家条例の廃止第１８６号
工事請負契約の締結第１８７号
工事請負契約の変更第１８８号
物品の取得第１８９号
公の施設に係る指定管理者の指定期間の変更第１９０号
市道の認定及び路線変更第１９１号
土地改良事業の施行第１９２号
副市長の選任（嵳峩賢次さん）第１９３号
人権擁護委員の候補者の推薦（�木久美子さん）第１９４号
市議会会議規則の一部改正市会発議第２号
市議会委員会条例の一部改正市会発議第３号
政務活動費の交付に関する条例の一部改正市会発議第４号
「手話言語条例」制定を求める決議市会発議第６号
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請 願 の 状 況

討　　論 
 

　　　田　渕　裕　二 
　２年続きの豪雨災害への対策として、農業施設や道路・河川・大
規模ため池・内水対策など、安全・安心な福知山を構築するために
積極的なハード事業が予算化されている。「公立大学設置準備事業」
は教育・人材育成・若者人口の定住・地域活性化への重要な役割
を担う。子ども達や、若者に夢と希望を与え、新しい人の流れを創出
し、深刻な人口減少問題や地域活性化対策への有効な手段になる
ものと考える。 

（他に賛成討論した議員　芦田眞弘・吉見茂久） 
 

　　　　　橋　正　樹 
　公立大学の設置は、市民や議会の十分な意見聴取や議論を経
ないまま、成美大学の救済を目的に安易な財政シミュレーションを基
に方針が決められている。一方で、市の財政は、水害による治水対
策や事業の失敗により危機的状況にあり、負担金の増額、市民サー
ビスの低下などで、市民生活に与える影響は深刻なものとなっていく。
拙速な方向性決定に反対する。 
 

吉　見　純　男 
　１月１４日可決予算８４５万１０００円の公立大学検討事業の調査
結果も出されていない中、大学の教育・教学組織運営や経営に知
見を有しない福知山市主幹で来年４月１日からの公立大学設置を
進めることはあまりにもずさんであり、市民の理解を得られるものでは
ない。住民福祉の向上の観点から、拙速な予算化は認められない。 
 
 

吉　見　茂　久 
　地域防災力の中核として欠かせない福知山市消防団の定数、
任免、給与、服務等に関する条例の一部改正で報酬および手当、
費用弁償が改善。市民病院大江分院の運営開始による地域医療
の充実。放課後児童クラブの設置条例、子ども・子育て支援事業計
画の策定は、健全育成、仕事と子育ての両立を支援するなどの理
由で賛成。 

（他に賛成討論した議員　田渕裕二） 
 

足　立　　　進 
　国民健康保険は、３５００円の保険料の引き上げで、被保険者に
一層の苦難を押し付けるものであり反対である。介護保険事業は、
今回の保険料の値上げで高齢者の暮らしを一層圧迫することにな
り賛成できない。後期高齢者医療事業は、医療給付が上がれば保
険料も上がる仕組みが、安心できる医療体制とは言えず認められな
い。 
 
 

吉　見　純　男 
　原子力発電所は、稼働によって増え続ける使用済み核燃料や、
高レベル核物質の無害化処理技術も確立されていない。いったん
事故が起きれば、生き物のみならず地球環境に長期間かつ重大な
被害を与え、人類社会とは相いれない。福知山市はほぼ全域が原
発から５０ｋｍ圏に入る。よって、願意に沿って、国に意見書を提出す
べき。 

（他に賛成討論した議員　�橋正樹） 
 
 

中　島　英　俊 
　２人の議員は、「マクロ経済スライド」というのは、物価が上がって
も下がっても、年金を実質削減する仕組みで、２０４２年まで約３０年
間も続けるというひどいもの。一人暮らしや低年金者の生存権を守
るためにも、月額８万円の最低保障年金は、切実な願いで、国への
意見書提出に賛成する。 

（他に賛成討論した議員　塩見日出勝） 
 
 

稲　垣　司　郎 
　本市の財政は、２年続いた災害復旧事業や、e-ふくちやま整備事
業の失敗で、平成３０年には７５億円（市民１人当たり９万３６５０円の
市税が必要）の赤字が出るなど、極めて厳しい状況にある。市民の
意見や思いを聞かない手法は独断的である。この際、市長が言わ
れる「市民をど真ん中に据えた市政運営」を証明するためにも住民
投票は必要である。 

（他に賛成討論した議員　塩見日出勝） 

 

議第１1１号および修正案 

関西電力高浜原発３・４号機の再稼働中止の意見書を求める請願 

福知山市４年制大学設置に関する住民投票条例の制定について 

年金削減の取り止めと最低保障年金制度の実現に関する請願 

議第１１２号～１９２号（議第１７０号～１７２号除く） 

原案賛成 

原案反対 

修正案賛成 

賛　成 

反　対 

賛　成 

賛　成 

賛　成 

関西電力高浜原発３・４号機の再稼働中止の意見書提出を求める請願 
請 願 者／福知山地方労働組合協議会　議長　奥井　正美氏 
　　　　　（福知山市昭和新町１０１－３労働会館内） 
紹介議員／塩見卯太郎議員、足立進議員、大槻富美子議員、 
　　　　　中島英俊議員、塩見日出勝議員 
■目　的 
現在進められている再稼働の動きに対して、中止の意見書を国に提出を
求める。 

■議決結果　不採択 
　　 
年金削減の取り止めと最低保障年金制度の実現に関する請願 
請 願 者／全日本年金者組合福知山支部　支部長　大槻　重明氏 
　　　　　（福知山市大江町二箇６１２） 
紹介議員／中島英俊議員、吉見純男議員、足立進議員、 
　　　　　塩見日出勝議員、田中法男議員 
■目的 
①年金削減を取り止め、「マクロ経済スライド」を廃止。 
②全額国庫負担の「最低保障年金制度」を実現。 
　以上を国に求める意見書の提出を求める。 

■議決結果　不採択 

「手話言語条例」制定を 
求める決議 

　本市議会では、平成２６年９月定例会におい

て「手話言語法制定を求める意見書の提出を

求める請願」を採択し、国へ同法制定を求め

る意見書を提出したところである。 

　全国的に社会のバリアフリー化を推進する

一環として、一日も早い「手話言語法」の法

制化が求められている中、手話が音声言語と

対等な言語であることについて市民理解を得

るとともに、広く手話の普及を図り、聴覚に

障害のある人への手話をはじめとする様々な

情報伝達手段の保障により、どこでも誰もが

自由にコミュニケーションをとることができ

る社会環境づくりが大変重要である。 

　ついては、京都府内自治体の先駆的な取り

組みとして、本市において実効性のある「手

話言語条例」の制定を強く求める。 

以上、決議する。 
　平成２７年３月２６日 

高 

高 
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調
査
事
項

①
財
政
健
全
化

②
ｅ
‐
ふ
く
ち
や
ま

③
花
火
大
会
露
店
爆
発
事
故

④
指
定
管
理
者
制
度

⑤
入
札
制
度
改
革

⑥
消
防
・
防
災
・
危
機
管
理

⑦
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
ふ
く
ち
や

ま
⑧
土
地
開
発
公
社
第
三
者
検
討

委
員
会

 

主
な
内
容

①
甚
大
な
事
故
や
災
害
に
遭
遇

し
た
中
、
重
大
な
諸
課
題
に
対

処
し
な
が
ら
、
国
や
府
と
の
交

渉
に
も
努
力
さ
れ
、　

年
連
続

４２

の
黒
字
決
算
と
な
っ
た
。
ま
た
、

基
金
に
つ
い
て
は
、
災
害
復
旧

な
ど
財
源
確
保
の
た
め
一
部
取

り
崩
し
た
も
の
の
、
定
額
運
用

基
金
・
特
別
会
計
を
除
い
た
残

高
は
約
１
０
０
億
円
が
確
保
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
財
政
の

弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率

は
年
々
悪
化
す
る
傾
向
で
あ
る
。

今
後
、
歳
入
の
減
少
が
予
測
さ

れ
る
中
、
財
政
課
題
の
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
を
確
実
に
推

進
し
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄

与
す
る
行
政
運
営
を
行
い
、
中

長
期
的
な
収
支
バ
ラ
ン
ス
に
留

意
し
た
さ
ら
な
る
財
政
の
健
全

化
が
求
め
ら
れ
る
。

⑤
指
定
管
理
者
制
度
導
入
後　
１０

年
が
経
過
す
る
中
、
各
施
設
の

業
務
運
営
の
状
況
や
、
制
度
そ

の
も
の
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

行
っ
た
。
特
に
、
収
支
の
大
き

い
収
益
施
設
は
、
毎
年
の
経
営

状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
執
行
部

や
指
定
管
理
者
と
も
直
接
意
見

交
換
を
行
い
、
さ
ら
な
る
経
営

改
善
が
図
ら
れ
る
よ
う
求
め
て

き
た
。
平
成　

年
度
の
更
新
に

２７

お
い
て
は
、
複
数
の
指
定
管
理

者
で
１
施
設
を
運
営
す
る
、
新

た
な
指
定
管
理
者
の
形
態
も
開

始
と
な
る
。
地
域
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
、
各
施

設
が
効
果
的
・
効
率
的
に
運
営

さ
れ
、
市
民
目
線
に
立
っ
た

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

調
査
事
項

①
市
民
病
院
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
と
市
民
病
院
の
保
健
、

医
療
、
福
祉
の
連
携

②
国
民
健
康
保
険
制
度
の
現
状

と
今
後
の
対
策

③
そ
の
他
、
市
民
厚
生
委
員
会

の
所
管
に
関
す
る
事
項

主
な
内
容

①
平
成　

年
１
月
、
在
宅
医
療
、

２６

在
宅
福
祉
の
取
り
組
み
の
先
進

病
院
で
あ
る
佐
久
総
合
病
院

（
長
野
県
）
を
視
察
。

市
民
病
院
で
は　

国
保
新
大
江

病
院
の
分
院
化
に
伴
い
、
「
医

療
と
介
護
を
つ
な
ぐ
医
療
チ
ー

ム
を
つ
く
り
病
院
が
地
域
に
出

向
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」
と

香
川
院
長
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

今
後
の
課
題　

市
民
病
院
の
地

域
医
療
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、

高
齢
者
が
安
心
で
き
る
体
制
づ

く
り
に
つ
い
て
研
究
、
調
査
を

続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

②
平
成　

年
８
月
、
現
状
な
ど

２５

に
つ
い
て
の
研
修
を
実
施
し
た
。

国
保
の
現
状　

平
成　

年
度
に

２５

平
均
保
険
料
が
一
人
当
た
り
５

０
０
０
円
値
上
げ
と
な
り
、　
２７

年
度
に
は
さ
ら
に
３
５
０
０
円

と
、
医
療
給
付
費
の
増
に
伴
う

相
次
ぐ
値
上
げ
が
続
い
て
い
る
。

今
後
の
課
題　

保
険
財
政
は
一

層
の
厳
し
さ
が
増
す
が
低
所
得

者
が
多
く
加
入
す
る
保
険
で
あ

り
、
滞
納
者
も
多
い
。
そ
の
た

め
国
庫
負
担
の
引
き
上
げ
、
市

の
法
定
外
繰
入
を
求
め
る
。
平

成　

年
度
の
都
道
府
県
一
元
化

３０
の
推
移
を
見
守
る
必
要
が
あ
る
。

③
平
成　

年
９
月
定
例
会
に
お

２６

い
て
「
手
話
言
語
法
制
定
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

請
願
」
を
全
員
賛
成
で
採
択
し
、

国
へ
意
見
書
を
提
出
し
た
。
平

成　

年
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、

２６
「
手
話
言
語
条
例
制
定
を
求
め

る
決
議
」を
提
出
し
、本
市
に
お

い
て
も
、「
手
話
言
語
条
例
」が

制
定
さ
れ
る
よ
う
強
く
求
め
た
。

委
員
会
で
の
活
動
を
報
告
し
ま
す
（
平
成

年
5
月
〜
平
成

年
3
月
）

２５

２７

総総務務委委員員会会

茨城県筑西市行政視察茨城県筑西市行政視察

市民厚生委員会

長野県上田市行政視察

佐久総合病院での視察佐久総合病院での視察

※
主
な
内
容
の
番
号
は
、
調
査
事
項
の
番
号
と
連
動
し
て

　

い
ま
す
。

新たな体制で経営がスタートする「三和荘」新たな体制で経営がスタートする「三和荘」
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調
査
事
項

①
農
林
業
の
振
興

②
商
工
業
の
振
興

③
中
心
市
街
地
お
よ
び
周
辺
地

域
の
活
性
化
と
観
光
や
地
域

の
交
流
促
進

④
上
下
水
道
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
管
理

主
な
内
容

①
営
農
体
制
の
確
立
の
た
め
に
、

中
山
間
地
な
ら
で
は
の
恵
ま
れ

た
暮
ら
し
や
経
済
活
動
が
重
要

だ
。
６
次
産
業
化
は
、
加
工
企

業
な
ど
も
含
ん
だ
支
援
策
が
必

要
だ
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
は
、
福
井
県

若
狭
町
に
あ
る
処
理
施
設
の
現

地
視
察
や
、
京
都
府
へ
被
害
対

策
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出
し
、

対
策
へ
の
強
化
を
図
っ
た
。
森

林
整
備
は
、
平
成　

年
８
月
豪

２６

雨
災
害
の
山
腹
崩
壊
・
林
道
被

災
箇
所
を
視
察
し
、
今
後
の
復

旧
整
備
予
定
を
把
握
し
た
。

②
中
小
零
細
企
業
の
振
興
と
応

援
事
業
な
ど
の
雇
用
対
策
が
重

要
で
あ
り
、
地
域
資
源
の
活
用

と
人
材
・
後
継
者
の
育
成
を
図

る
こ
と
が
大
切
だ
。

③
歴
史
、
文
化
資
源
を
生
か
し

た
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る
賑

わ
い
づ
く
り
が
重
要
で
あ
り
、

観
光
や
地
域
振
興
な
ど
の
市
民

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
協
働

事
業
は
、
新
商
品
の
開
発
や
若

手
技
術
者
、
実
践
型
管
理
技
術

者
の
育
成
が
重
要
だ
。

④
浸
水
対
策
事
業
と
し
て
、
堀

高
田
公
園
の
雨
水
貯
留
施
設
築

造
工
事
の
現
地
視
察
や
災
害
に

対
応
し
た
加
圧
式
給
水
車
の
確

認
を
実
施
す
る
と
共
に
下
水
道

事
業
に
お
け
る
浸
水
対
策
事
業

の
経
過
状
況
も
説
明
を
受
け
る

な
ど
事
業
の
重
要
性
を
認
識
で

き
た
。

 

調
査
事
項

①
図
書
館
運
営

②
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営

③
学
校
給
食
・
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
運
営

④
い
じ
め
防
止
な
ど
の
取
り
組

み
⑤
学
校
・
幼
稚
園
統
廃
合
・
小

中
一
貫
校

⑥
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
ふ
く
ち
や

ま
の
運
営

⑦
景
観
計
画
お
よ
び
景
観
条
例

の
施
行
状
況

⑧
市
営
住
宅
の
現
状

⑨
都
市
計
画
道
路
網
見
直
し
・

土
地
区
画
整
理
事
業
、
橋
梁

長
寿
命
化
計
画

⑩
主
要
道
路
な
ど
の
整
備
状
況
・

　

道
路
、
河
川
の
平
成　

年
８

２６

月
豪
雨
災
害
な
ど
の
被
害
状

況主
な
内
容

①
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
ふ
く
ち
や

ま
内
の
新
図
書
館
の
開
館
に
あ

た
り
、
先
進
地
視
察
を
行
い
斬

新
な
手
法
で
指
定
管
理
方
式
を

導
入
し
た
佐
賀
県
武
雄
市
、
指

定
管
理
方
式
か
ら
自
治
体
直
営

に
戻
し
た
福
岡
県
小
郡
市
立
図

書
館
の
両
ケ
ー
ス
を
視
察
し
た
。

②
教
育
委
員
会
の
所
管
と
な
っ

た
こ
と
で
、
改
め
て
運
営
状
況

を
聞
い
た
。
ま
た
、
夏
休
み
中

の
児
童
ク
ラ
ブ
の
模
様
を
視
察

し
、
受
け
入
れ
拡
大
の
た
め
の

施
設
整
備
課
題
と
指
導
員
不
足

の
状
況
に
対
し
、
改
善
の
必
要

性
を
認
識
し
た
。

③
中
学
校
の
給
食
到
着
か
ら
配

膳
の
状
況
を
視
察
。　

分
の
昼

３０

食
時
間
内
で
の
配
膳
に
改
善
の

必
要
性
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、

調
理
の
現
場
で
は
献
立
内
容
に

よ
り
長
時
間
の
業
務
が
生
じ
る

状
況
に
一
定
の
配
慮
を
求
め
た
。

⑧
市
営
住
宅
の
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
状
況
か
ら
、
福
岡
県
大

牟
田
市
の
建
替
え
事
業
を
視
察
。

運
営
事
業
者
が
設
計
段
階
か
ら

関
わ
り
、
高
齢
者
施
設
、
レ
ス

ト
ラ
ン
、
集
会
所
が
複
合
運
営

さ
れ
、
地
域
を
積
極
的
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
。

⑩
平
成　

年
８
月
豪
雨
災
害
の

２６

発
生
か
ら
査
定
に
至
る
災
害
復

旧
事
業
の
原
則
を
聴
取
。
そ
の

後
、
災
害
現
場
を
視
察
し
、
被

害
状
況
と
復
旧
計
画
の
説
明
を

受
け
た
。　

経済委員会

文文教教建建設設委委員員会会

平成２６年平成２６年８８月豪雨災害現地視察（林道室線）月豪雨災害現地視察（林道室線）

雨水貯留施設工事（堀高田公園）

福岡県筑前町行政視察「いじめ防止対策ほか」福岡県筑前町行政視察「いじめ防止対策ほか」
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調
査
事
項

①
議
会
報
告
会

②
予
算
・
決
算
審
査
特
別
委
員

会
の
あ
り
方

③
議
会
の
傍
聴

④
一
般
質
問
の
運
営
方
法

主
な
内
容

①
議
会
基
本
条
例
施
行
前
の
平

成　

年
度
か
ら
試
行
的
に
実
施

２３
し
、
基
本
条
例
施
行
後
も
継
続

的
に
年
２
回
小
学
校
区
単
位
で

順
次
実
施
し
、
第
４
回
（
平
成

　

年
８
月
）
は
４
会
場
で
１
０

２５３
名
の
参
加
。
そ
の
後
は
広
報

広
聴
委
員
会
の
所
管
と
な
っ
た
。

②
予
算
審
査
は
、
３
月
定
例
会

の
会
期
を
２
月
か
ら
開
会
し
、

会
期
日
数
を
確
保
す
る
こ
と
で

予
算
審
査
の
充
実
を
図
っ
た
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、
従

来
の　

月
開
催
を
９
月
定
例
会

１０

の
会
期
中
に
開
催
し
、
次
年
度

の
予
算
編
成
に
反
映
で
き
る
よ

う
に
大
き
く
改
善
し
、
審
査
の

充
実
を
図
っ
た
。

③
前
期
で
検
討
し
た
全
議
員
協

議
会
室
に
よ
る
ラ
イ
ブ
中
継
シ

ス
テ
ム
が
平
成　

年　

月
か
ら

２５

１０

運
用
開
始
し
、
規
程
を
設
け
、

予
算
・
決
算
審
査
特
別
委
員
会

お
よ
び
請
願
審
査
の
ラ
イ
ブ
中

継
と
録
画
配
信
を
実
施
し
、
会

議
は
各
派
幹
事
会
を
除
き
全
て

の
会
議
を
原
則
公
開
と
し
た
。

ま
た
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
が

本
会
議
を
傍
聴
で
き
る
よ
う
、

平
成　

年
度
か
ら
傍
聴
席
で
手

２７

話
通
訳
を
行
う
こ
と
な
ど
を
改

善
し
た
。

④
一
般
質
問
は
、
大
項
目
ご
と

の
一
問
一
答
方
式
の
み
と
し
た
。

議
場
の
質
問
席
を
整
備
し
、
質

問
は
最
初
か
ら
質
問
席
で
行
い
、

発
言
方
法
も
見
直
し
た
。

調
査
事
項

①
由
良
川
改
修
促
進
に
関
す
る

事
項

主
な
内
容

１　

由
良
川
下
流
部
緊
急
水
防

災
対
策
事
業
の
早
期
完
成

２　

由
良
川
緊
急
治
水
対
策
に

よ
り
、
筈
巻
、
下
天
津
、
尾
藤
、

在
田
、
阿
良
須
他
の
早
期
着
手

３　

由
良
川
中
流
部
の
興
、
戸

田
、
前
田
、
私
市
、
川
北
地
域

の
堤
防
整
備
の
推
進　

４　

由
良
川
水
系
土
師
川
の
国

直
轄
区
間
高
畑
地
区
の
河
川
整

備
の
推
進

　

以
上
の
４
項
目
を
テ
ー
マ
に

決
め
、
閉
会
中
の
調
査
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　

度
重
な
る
災
害
に
よ
り
、
福

知
山
地
域
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
、
由
良
川
下
流
部
緊
急
水

防
災
事
業
は
最
終
年
度
を
迎
え
、

３
月
末
で
一
部
を
除
い
て
お
お

む
ね
事
業
を
終
え
た
。
ま
た
由

良
川
緊
急
治
水
対
策
に
つ
い
て

も
、
宅
地
嵩
上
げ
、
輪
中
堤
の

方
向
が
示
さ
れ
、
地
元
で
は
説

明
会
も
行
わ
れ
、
現
在
測
量
が

順
調
に
進
捗
し
て
い
る
。
中
流

部
の
堤
防
整
備
は
私
市
地
区
が

平
成　

年
度
の
完
成
に
合
わ
せ

２９

て
左
岸
の
興
・
観
音
寺
地
区
も

完
成
の
予
定
で
あ
る
。
国
直
轄

区
間
の
高
畑
地
区
の
河
川
整
備

の
推
進
に
つ
い
て
も
引
き
続
き

国
交
省
へ
強
く
要
望
し
て
い
る
。

今
後
は
国
、
府
、
市
の
連
携
を

さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
。

議会運営委員会

岐阜県高山市行政視察岐阜県高山市行政視察

第４回議会報告会（川合集落センター）

由由良良川川改改修修促促進進
特特別別委委員員会会

国への要望活動国への要望活動

平成２６年平成２６年８８月豪雨時の由良川の増水状況月豪雨時の由良川の増水状況
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調
査
事
項

①
福
知
山
市
に
お
け
る
今
後
の

４
年
制
大
学
の
あ
り
方
に
つ

い
て

主
な
内
容

　

福
知
山
市
一
般
会
計
補
正
予

算
「
公
立
大
学
検
討
事
業
」
が

平
成　

年　

月
議
会
に
提
案
さ

２６

１２

れ
た
事
を
受
け
、
同
年　

月　
１２

１９

日
に
「
４
年
制
大
学
の
あ
り
方

検
討
特
別
委
員
会
」
を
新
た
に

議
会
設
置
し
た
。

　

こ
の
補
正
予
算
は
、
継
続
審

査
と
な
っ
た
が
、
翌
平
成　

年
２７

１
月
６
日
に
委
員
会
採
択
と
な

り
、
本
会
議
で
可
決
し
た
。
た

だ
、
こ
の
予
算
執
行
に
お
け
る

成
果
品
が
出
さ
れ
る
前
に
、
執

行
部
が
「
公
立
大
学
設
置
」
の

方
向
性
を
示
し
た
事
に
対
し
て
、

委
員
会
で
は
急
ぎ
す
ぎ
と
の
意

見
が
大
半
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
３
月
の
認
可

締
切
の
変
更
に
よ
り
、
か
な
り

急
い
だ
進
め
方
と
な
っ
た
事
に
、

委
員
会
内
部
で
も
異
論
が
あ
っ

た
。
結
果
的
に
は
、
平
成　

年
２７

３
月
議
会
で
、
公
立
大
学
設
置

準
備
予
算
が
可
決
し
、
公
立
大

学
設
置
に
む
け
て
一
つ
の
大
き

な
山
を
越
え
た
。
し
か
し
、
こ

れ
か
ら
、
公
立
大
学
を
設
置
し

た
場
合
の
「
６
年
間
の
中
期
計

画
」
や
、
何
よ
り
も
、
公
立
大

学
が
地
方
独
立
法
人
で
運
営
さ

れ
る
場
合
の「
定
款
認
証
議
案
」

が
９
月
定
例
会
に
提
案
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。
今
後
も
大
き
な

課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

 

調
査
事
項

①
議
員
定
数

②
議
員
報
酬

③
政
務
活
動
費 

主
な
内
容

　

市
議
会
は
、
二
元
代
表
制
の

も
と
で
市
政
の
監
視
機
能
を
果

た
す
と
い
う
重
要
な
使
命
が
あ

る
。
ま
た
、
地
方
分
権
の
進
展

に
伴
い
、
市
議
会
の
果
た
す
べ

き
役
割
は
今
後
ま
す
ま
す
大
き

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

一
方
で
、
長
引
く
景
気
低
迷

に
よ
る
税
収
な
ど
の
減
少
、
社

会
保
障
費
の
増
加
な
ど
、
本
市

の
厳
し
い
財
政
状
況
も
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
時
代
潮
流
と
合
わ

せ
て
、
全
世
帯
を
対
象
と
し
た

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
意
見

聴
取
、
全
国
の
類
似
団
体
や
京

都
府
内
の
市
議
会
と
の
バ
ラ
ン

ス
、
本
市
の
理
事
者
、
幹
部
職

員
と
の
比
較
・
分
析
、
地
方
自

治
に
精
通
し
た
大
学
教
授
の
研

修
受
講
、
さ
ら
に
は
常
任
委
員

会
の
あ
り
方
と
の
整
合
な
ど
、

今
の
本
市
に
お
け
る
「
議
員
定

数
な
ど
」
は
い
か
に
あ
る
べ
き

か
、
総
合
的
に
協
議
・
検
討
を

行
っ
た
。

検
討
結
果
【
現
状
維
持
】

議
員
定
数
…　

人
２６

議
員
報
酬
…　

万
円
／
月
・
人

４１

政
務
活
動
費

　
　
　
　

…　

万
円
／
年
・
人

１８

議員報酬等検討委員会

市内全世帯に実施した市民アンケート市内全世帯に実施した市民アンケート

44 年年制制大大学学ののあありり方方
検検討討特特別別委委員員会会

13回の委員会を開催13回の委員会を開催

議員研修会の様子

公立大学への転換が検討されている成美大学公立大学への転換が検討されている成美大学
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調
査
事
項

①
議
会
だ
よ
り
の
発
行

②
議
会
報
告
会
の
運
営

 

主
な
内
容

市
町
村
議
会
広
報
研
修
会

平
成　

年
８
月　

日

２５

２９

　

ル
ビ
ノ
京
都
堀
川
に
お
い
て
、

議
会
が
発
行
し
て
い
る
議
会
だ

よ
り
の
紙
面
内
容
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
受
け
た
。
見
出
し
や
リ
ー

ド
文
、
写
真
の
活
用
、
市
民
の

登
場
な
ど
が
大
切
で
あ
る
と
の

指
導
を
い
た
だ
い
た
。

行
政
視
察

平
成　

年
５
月　

日

２６

２８

　

兵
庫
県
三
田
市
議
会
へ
議
会

だ
よ
り
の
編
集
お
よ
び
議
会
報

告
会
の
運
営
に
関
し
て
行
政
視

察
を
行
っ
た
。
議
会
だ
よ
り
に

つ
い
て
は
、
全
ペ
ー
ジ
フ
ル
カ

ラ
ー
の
採
用
や
横
書
き
の
構
成
、

ク
イ
ズ
や
川
柳
の
募
集
な
ど
多

く
の
市
民
が
、
ま
ず
手
に
取
っ

て
読
ん
で
み
た
い
と
思
わ
せ
る

紙
面
を
心
掛
け
て
い
る
。

　

議
会
報
告
会
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
に
初
め
て
開
催
し
、

２５

議
員
に
よ
る
街
頭
チ
ラ
シ
の
配

布
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
な
ど
の
工

夫
が
さ
れ
て
い
た
。
今
後
の
運

営
に
対
し
て
の
一
助
と
な
っ
た
。

議
会
報
告
会

○
第
４
回

　

平
成　

年
８
月　

〜　

日

２５

２７

２８

○
第
５
回

　

平
成　

年
２
月　

〜　

日

２６

１８

２０

○
第
６
回

　

平
成　

年　

月　

〜　

日

２６

１１

２８

２９

　

定
例
会
の
報
告
に
加
え
、
意

見
交
換
の
場
を
も
つ
こ
と
で
、

よ
り
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
き
、

そ
の
後
の
議
会
活
動
に
反
映
が

で
き
た
。
ま
た
、
各
日
と
も
各

委
員
会
の
委
員
長
ま
た
は
副
委

員
長
の
出
席
を
必
須
と
し
た
こ

と
か
ら
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
が
で

き
た
。

調
査
事
項

①
議
会
基
本
条
例
の
逐
条
解
説

②
災
害
発
生
時
の
議
会
の
対
応

③
常
任
委
員
会
の
あ
り
方
（
名

称
、定
数
お
よ
び
所
管
事
項
）

④
予
算
決
算
審
査
の
常
任
委
員

会
化

⑤
自
由
討
議
（
議
員
間
討
議
）

⑥
議
会
基
本
条
例
第　

条
の
議

１０

決
事
項

⑦
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

⑧
議
会
改
革
先
進
事
例

⑨
議
会
改
革
講
演
会

主
な
内
容

　

平
成　

年
４
月
に
施
行
し
た

２５

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
同

年
５
月
に
議
会
改
革
検
討
会
議

を
設
置
し
、
計　

回
の
会
議
を

３０

開
催
し
、
継
続
し
て
議
会
改
革

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

議
会
基
本
条
例
の
柱
は
、
情

報
公
開
の
推
進
、
市
民
参
加
の

推
進
、
議
員
間
の
自
由
討
議
の

推
進
で
あ
る
。
同
条
例
の
目
的
、

趣
旨
を
市
民
に
わ
か
り
や
す
く

説
明
す
る
た
め
に
条
例
の
解
説

版
を
作
成
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
活
動
の
中
心
的

役
割
を
果
た
す
常
任
委
員
会
の

あ
り
方
（
名
称
、
定
数
お
よ
び

所
管
事
項
）、予
算
決
算
審
査
の

常
任
委
員
会
化
に
取
り
組
み
、

平
成　

年
５
月
か
ら
新
し
い
常

２７

任
委
員
会
の
体
制
で
、
議
案
審

査
、
調
査
研
究
、
政
策
提
言
な

ど
、
委
員
会
活
動
の
充
実
に
つ

な
げ
た
い
。

　

議
員
間
の
自
由
討
議
の
目
的

は
、
政
策
に
対
す
る
議
論
の
一

致
点
や
対
立
す
る
論
点
を
明
確

に
し
、
議
会
の
議
論
を
市
民
に

情
報
発
信
す
る
こ
と
や
議
論
の

成
果
を
政
策
提
言
す
る
こ
と
に

あ
る
。
積
極
的
に
議
員
間
の
自

由
討
議
を
実
施
し
、
議
会
の
活

性
化
に
つ
な
げ
た
い
。

　

平
成　

年
３
月　

日
に
は
、

２７

２５

市
民
を
対
象
に
、「
議
会
改
革
講

演
会
」
を
開
催
し
、
今
期
４
年

間
の
議
会
改
革
の
紹
介
や
市
民

と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
も
取
り
組
ん
だ
。
議
会
に

対
す
る
期
待
や
厳
し
い
意
見
を

い
た
だ
き
、
今
後
の
議
会
活
動
、

議
会
改
革
に
つ
な
げ
た
い
。

広広報報広広聴聴委委員員会会

議会報告会の様子議会報告会の様子

ふくちやまし議会だよりふくちやまし議会だより

議会改革検討会議

議会改革講演会議会改革講演会
「市民と共に歩む市議会を考える」「市民と共に歩む市議会を考える」
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平成26年度政務活動費の各会派収支報告
　議員の調査研究に資するために必要な経費の一部として、会派（無会派を含む）に対し議員1人あたり

年額１８万円を限度に政務活動費を交付しています。政務活動費は、先進地への行政視察や研修への参加、資

料作成として使用されます。
（単位：円）

支　出　科　目　内　訳交付額
（交付限度額）

会派名
所属議員

（１）主な政策研究テーマ 
・地域づくり政策　・地域おこし協力隊　・地域自治協議会　・公立大学の変遷とあり方　
・子ども・子育て支援新制度の対応 

（２）成果と課題 
・行政だけでは担い切れない部分は市民協働で事業を進め、組織が重要な役割をはたしており、協力隊員は現在６名
が着任しているなど本市へ提言をする。
・高知工科大は開学までに５年を要し、文科省と再々の折衝があった。十分な準備が必要なことを提言する。 
・子育て施策の拡充・充実は、行政が最優先とする課題ではあるが、保育料などの負担が偏らないよう提言する。

900,000）
（900,000）

日本共産党 
市会議員団 

塩見卯太郎 
足立　　進 
吉見　純男 
中島　英俊 
大槻富美子

（１）主な政策研究テーマ
・議員報酬、議員定数、政務活動費のあり方　・危機管理における議会の役割 
・保健、医療、福祉の連携　　　　　　　　　・財政の見える化の推進 

（２）成果と課題 
・現状維持とした。議会の活動が見えないことが課題であり、さらなる情報発信力の強化が必要と感じた。 
・基本条例に基づき議会の対応を定義し、チームで平成２６年 8月豪雨水害を乗り切った。
・市民病院が、大江病院分院化や救急救命病棟の建設をするなど、全国でも高い評価を獲得するに至った。 
・3 年後に公会計制度の導入が決まった。

535,482）
（540,000）

公明党
市会議員団

足立　伸一
大谷　洋介
吉見　茂久

（１）主な政策研究テーマ 
行政視察 
　・定住自立圏構想（旭市）　・コミュニティーバス運行事業（加須市）　・住民投票制度（掛川市）
　・地域協議会制度（小牧市） 
セミナー研修 
　・市町村議会議員特別セミナー（３回）　市町村アカデミー（千葉市）
　・市町村議会議員特別セミナー（２回）　全国国際文化研修所にて（大津市）

（２）成果と課題 
・自治体行政視察では、広域連携の一つの手法である定住自立圏構想、公共交通網整備におけるコミュニティーバス
運行、市民と行政の協働社会構築に向けての住民投票制度や地域協議会制度を学び、それぞれ政策提言に生かした。
・市町村アカデミーと全国国際文化研修所での研修受講では、地方議会のあり方、地方政治の行方、災害時の議員の
役割、人口減少局面での地域活性化などを学習した。それぞれ、政策提言や議会活動に反映させることができた。

687,459）
（720,000）

福知山
未来の会

森下　賢司
奥藤　　晃
田中　法男
芦田　眞弘

（１）主な政策研究テーマ 
・子育て支援活動　・市町村合併後の検証　・市民協働事業　・公立大学法人の移行経過
 
（２）成果と課題 
・合併特例期間が満了するが、地方交付税の削減対策、公共施設マネジメントへの政策提言を行う。 
・人口減少に伴う学生の確保や、大学の運営・公費削減について政策提言を行う。

1,002,078）
（1,080,000）

福政会

野田　勝康 
和田　　久
木戸　正　 
谷口　　守 
稲葉　民俊 
高宮　辰郎

（１）主な政策研究テーマ 
・地方創成　・地域再生　・まちづくり　・防災対策　・地域交通
 
（２）成果と課題
・４月１０日～１１日　第１回市町村議会議員特別セミナーに参加して、「地域再生と活性化」について学んだ。
・１１月１０日～１１日　第２９回市町村議会議員研修会で「人口減少時代のまちづくり」のテーマで自治体の産業・雇用対
策、地域交通、防災対策など、幅広い視点からまちづくりにおける戦略を聞き、政策提言を行いたい。
・１１月１２日～１４日　第１９回清渓セミナーに参加。自治体の消滅危機に対し、地域再生への挑戦、地方創成への取り組
みを知り、政策提言につなげていく。

321,403）
（360,000）

維新福知山

　橋　正樹
塩見日出勝

（１）主な政策研究テーマ 
・公立大学設立事業　・地域防災計画　・市民協働によるまちづくり事業
 
（２）成果と課題 
・メリット・デメリットへの対応や庁内プロジェクトチームでの検討に提言していきたい。
・災害時における他自治体との連携や市民協働による迅速な対応体制づくりを提言していきたい。
・市民参加型まちづくりシステム制度、事業推進について提言していきたい。

651,934）
（720,000）

希望の会

田渕　裕二
桐村　一彦
谷垣　和夫
藤田　　守

（１）主な政策研究テーマ 
地方議会議員セミナーの主な研修テーマ 
議会・議員の役割と政務活動費について 
　・議　会　※議会の権限は、チェック機関であると同時に最高の決議機関である。
　・議　員　※施策に堪能な人が選ばれているはずである。 
　　　　　　※施策・予算・条例など、市民の思いを市に正しく質問すること。
　　　　　　※市から提案された議案をどれだけ認識できているか。
　・政務活動費　※法的な性格は、あくまでも議員資質向上に使うこと。 
 
（２）成果と課題
　・議員自らの意識改革が求められている。

103,412）
（180,000）

無会派

稲垣　司郎
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花
を
愛
で
た
桜
も
、
爽
や

か
な
若
葉
へ
と
変
わ
り
ま
し

た
。

　

市
議
会
で
も
激
戦
を
く
ぐ

り
抜
け
選
出
さ
れ
た
議
員
の

顔
ぶ
れ
が
揃
い
、
意
気
込
み

も
新
た
に
日
々
の
活
動
を
始

め
て
お
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
施
行
し
た

25

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
く
議

会
改
革
の
成
果
も
現
れ
は
じ

め
て
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
も
市
民
の
皆

様
に
、
よ
り
強
く
関
心
を
寄

せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
紙
面

に
工
夫
を
凝
ら
し
て
お
り
ま

す
。

　

今
年
度
も
、
市
民
の
皆
様

か
ら
、
従
来
に
も
増
し
て
折

り
に
触
れ
、
直
接
、
間
接
に

叱
咤
激
励
を
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
議
会
の
活
性
化
が

促
さ
れ
、
ひ
い
て
は
、
市
政

発
展
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

我
々
議
員
一
人
一
人
の
活

動
も
市
民
の
皆
様
の
鋭
い
目

線
で
監
視
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　

（
広
報
広
聴
委
員
会
）

No.103

サ
ケ
の
稚
魚
の
放
流
会
を
主
催
す
る
「
サ
ケ
の
ふ
る
さ
と
由
良
川
を
守
る
会
」
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す 

議員訪問インタビュー 
■今回の訪問議員：芦田 眞弘議員・吉見 茂久議員 

No.15

　

今
回
は
「
サ
ケ
の
ふ
る
さ

と
由
良
川
を
守
る
会
」
が
主

催
す
る
サ
ケ
の
稚
魚
の
放
流

会
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
し

た
。

　

サ
ケ
は
再
び
生
ま
れ
育
っ

た
川
に
産
卵
の
た
め
回
帰
す

る
と
い
う
習
性
が
あ
り
ま
す

が
、
特
に
由
良
川
は
日
本
海

側
で
は
サ
ケ
が
回
帰
す
る
最

南
端
の
川
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

成
長
し
た
サ
ケ
が
毎
年
、
元

気
に
帰
っ
て
く
れ
る
よ
う
に

と
願
い
を
込
め
な
が
ら
由
良

川
の
環
境
保
全
に
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
が
関
わ
っ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　

元
々
、
サ
ケ
の
稚
魚
放
流

は
京
都
府
が
サ
ケ
資
源
増
殖

事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
回
帰
数
の
減

少
な
ど
事
業
効
果
の
低
下
に

よ
り
平
成　

年
度
で
事
業
を

１９

終
了
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

由
良
川
を
美
し
く
守
る
た
め

由
良
川
流
域
の
環
境
意
識
を

高
め
、
さ
ら
に
サ
ケ
が
帰
っ

て
く
る
心
豊
か
な
郷
土
愛
を

育
て
た
い
と
し
て
、
衣
川
努

会
長
を
中
心
と
し
た
福
知
山

市
の
有
志
が
「
サ
ケ
の
ふ
る

さ
と
由
良
川
を
守
る
会
」
を

立
ち
上
げ
、
行
政
も
関
わ
り
、

サ
ケ
の
放
流
が
平
成　

年
度

２０

か
ら
も
継
続
し
て
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

サ
ケ
の
稚
魚
の
放
流
会
は

毎
年
３
月
中
旬
ご
ろ
で
、
今

年
は
３
月
７
日
に
福
知
山
市

 
波  
江 　

牧
川
右
岸
（
天
津
橋

は 

え

下
流
、
牧
川
と
由
良
川
の
合

流
点
付
近
）
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
や
父
母

な
ど
約
1
0
0
名
が
参
加
さ

れ
、
衣
川
会
長
か
ら
、
「
放

流
し
た
稚
魚
が
大
き
く
な
っ

て
戻
っ
て
く
る
よ
う
に
由
良

川
を
き
れ
い
に
保
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
参
加
者
に
呼

び
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
飼
育
し
て
持
ち

寄
っ
た
体
長
５
セ
ン
チ
ぐ
ら

い
の
稚
魚
、
約
３
万
５
０
０

０
匹
を
バ
ケ
ツ
か
ら
静
か
に

川
へ
放
し
、
再
び
、
ふ
る
さ

と
に
帰
っ
て
き
て
欲
し
い
と

見
守
る
よ
う
に
川
の
中
に
泳

い
で
い
く
稚
魚
を

見
て
い
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。

　

サ
ケ
は
ア
ラ
ス

カ
湾
ま
で
泳
ぎ
、

４
年
後
に
は
由
良

川
へ
遡
上
し
て
く

る
と
い
う
こ
と
で

す
。
毎
年　

月
末

１０

か
ら　

月
に
か
け

１１

て
遡
上
し
て
き
た

サ
ケ
を
採
捕
網
な

ど
で
捕
獲
し
ま
す
。

採
卵
、
人
工
授
精
を
衣
川
会

長
が
担
当
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
潟
県
か
ら
も
取

り
寄
せ
た
サ
ケ
の
卵
と
合
わ

せ
て
、　

月
に
入
れ
ば
、
希

１２

望
す
る
家
庭
や
小
中
学
校
、

高
校
な
ど
に
も
分
け
て
、
ふ

化
、
飼
育
を
し
て
も
ら
い
ま

す
。
そ
し
て
、
３
月
に
飼
育

し
て
き
た
稚
魚
を
由
良
川
に

放
流
し
ま
す
。

　

「
サ
ケ
の
ふ
る
さ
と
由
良

川
を
守
る
会
」
は
、
現
在
、

約
１
０
０
名
の
協
力
者
の
方

々
が
活
動
に
参
加
さ
れ
て
い

ま
す
。
「
今
後
も
さ
ら
に
、

由
良
川
流
域
の
住
民
の
皆
さ

ん
に
呼
び
掛
け
、
環
境
へ
の

関
心
を
高
め
て
も
ら
え
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

福
知
山
で
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
通
じ
て
が
ん
ば
る
人

に
、
取
材
先
を
募
集
し
、

議
員
が
訪
問
し
ま
す
。参加者にサケの生体などの説明をする

衣川会長


